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10
月
27
日
、
任
期
満
了
に
伴

う「
山
元
町
議
会
議
員
一
般
選

挙
」の
投
票
が
、
町
内
8
カ
所

の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
中
央
公

民
館
大
ホ
ー
ル
で
即
日
開
票
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
町
議
会
議
員
一
般
選

挙
で
は
、
定
員
13
人
に
対
し
て

15
人（
現
職
12
人
、
新
人
3
人
）

が
立
候
補
し
、
即
日
開
票
の
結

果
、
現
職
12
人
、
新
人
1
人
の

新
議
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
体
制
に
よ
る
初
議
会
は
、

11
月
13
日
㈬
に
開
か
れ
る
予
定

で
す
。

高
校
生
が
投
票
立
会
人

を
務
め
ま
し
た

　
仙
台
向
山
高
等
学
校
3
年
の

菊き
く

地ち

麻ま

梨り

奈な

さ
ん（
つ
ば
め
の

杜
西
区
）が
、
7
月
の
参
議
院

議
員
選
挙
に
引
き
続
き
、
宮
城

県
議
会
議
員
選
挙
と
山
元
町
議

会
議
員
選
挙
の
投
票
立
会
人
を

務
め
ま
し
た
。

　

菊
地
さ
ん
は「
選
挙
は
も
っ

と
難
し
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
若
い
方
々
に

も
投
票
に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い

で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

若
い
方
々
に
政
治
や
選
挙
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

18
歳
～
29
歳
の
方
を
対
象
に
投

票
立
会
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
37
―
1
1
1
1

■ 開票結果（得票数順）
当落 候補者氏名 党派 得票数

当 はしもと　伸一 無 所 属 901

当 岩　佐　たか子 無 所 属 623.452

当 やまと　晴　美 公 明 党 618

当 菊地　やすひこ 無 所 属 572

当 阿　部　ひとし 無 所 属 458

当 伊藤　ていえつ 無 所 属 450

当 竹　内　和　彦 無 所 属 440

当 高　橋　たてお 無 所 属 429.513

当 渡　辺　ちえみ 無 所 属 426

当 岩佐　しゅういち 無 所 属 419.304

当 遠藤　たつゆき 日本共産党 412

当 髙　橋　まり子 無 所 属 406.486

当 岩　佐　てつや 無 所 属 334.242

平井　たかあき 無 所 属 205

渡　部　たかお 無 所 属 76

○有効投票数6,771票　
○無効投票数60票
※按分により小数点以下の得票数有り

令和元年10月27日執行　山元町議会議員一般選挙

■ 各投票区の投票結果

投票区 投票所 投票者数
（人）

投票率
（％）

1 山下第一小学校 784 41.93

2 勤労青少年ホーム 1,182 38.29

3 高瀬農村集落多目的センター 221 35.88

4 合戦原学堂 190 34.05

5 真庭区民会館 393 58.66

6 防災拠点・坂元地域交流セン
ター「ふるさとおもだか館」 934 51.89

7 花釜区交流センター 467 45.38

8 山下第二小学校 404 38.29

－ 期日前投票所 2,256 21.11

■ 投票者数と投票率

区分 選挙当日の
有権者数（人）

投票者数
（人）

投票率
（％）

男性 5,254 3,295 62.71

女性 5,431 3,536 65.11

計 10,685 6,831 63.93

■問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
37
―
1
1
1
1

「
山
元
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
」 

投
開
票
結
果

▲�町選挙管理委員会の宮地ふみ子委員長から当選証
書を付与される橋元伸一議員

▲投票に立ち会う菊地さん
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　令和3年4月に開校する新しい中学校の校名が、「山元町立山元中学校」に決まり、山元町立中学校再編
準備委員会では、引き続き、開校に向けてさまざまな準備を進めています。今回は、校歌と制服について
お知らせします。

　なお、今年10月に発行した「山元中学校だより」は、町内の公共施設で取得できるほか、町ホームペー
ジからも閲覧できます。これまでに決定した内容や現在の進捗状況などを詳細に掲載していますので、ぜ
ひご覧ください。

山元中学校の開校準備を進めています

　コーラスグループ「サーカス」の叶
かのう

 ありさ さんに、新しい中学校の校歌の作詞と作
曲を依頼したところ、快くお引き受けいただきました。叶さんは、東日本大震災以降、
何度も本町を訪れて歌声を披露し、元気や癒しを届けてくれています。
　今後、町内小・中学生とのワークショップや町内視察などを実施して、新しい中学
校の校歌の曲作りに生かしていただきます。
　なお、編曲は、小学校の教科書に合唱曲を提供されている小林真人さんに依頼する
予定です。

校　歌

　今年7月、町内の中学生と小学5年生から中学3年生の保護者を対象に、新しい制服に関するアンケー
トを実施しました。再編準備委員会では、そのアンケート結果に基づき協議を重ね、次のとおり制服の
選定を進めていきます。
○新しい制服の形は男女とも「ブレザー」で、冬服の上着の色は「紺系」
○制服の選定に当たっては、プロポーザル（※）を実施
○�町内各小中学校で2学期の学習参観日に見本を展示し、児童・生徒、保護者に意向を調査した上で、�
その結果を参考に新しい制服を決定
※複数の業者が企画・提案を行い、その中から優れたものを選定する方法

制　服

問 教育総務課 総務班　☎37-5115

　

町
で
は
、
来
年
度
に
公
開
を

予
定
し
て
い
る「
震
災
遺
構
旧

中
浜
小
学
校
」に
、
震
災
前
の

磯
区
と
中
浜
区
の
集
落
模
型
を

展
示
し
て
、
津
波
に
よ
り
失
わ

れ
た
町
並
み
や
記
憶
の
継
承
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
旧
中

浜
小
学
校
の
卒
業
生
な
ど
が
合

唱
し
た
校
歌
の
音
源
も
後
世
に

残
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
模
型
制
作
と
校
歌
保
存
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

す
。
卒
業
生
を
は
じ
め
、
旧
中

浜
小
学
校
に
関
わ
り
が
あ
る
方

や
ホ
ッ
キ
祭
り
・
海
水
浴
な
ど

の
思
い
出
が
あ
る
方
は
、
震
災

前
の
集
落
模
型
を
見
な
が
ら
、

当
時
の
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

最
終
日
の
12
月
1
日
㈰
に

は
、
参
加
者
が
合
唱
し
た
校
歌

を
録
音
し
ま
す
。
後
日
、
参
加

者
に
は
、
録
音
し
た
音
源
を
Ｃ

Ｄ
に
し
て
、無
償
配
布
し
ま
す
。

模
型
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

期
間
　
11
月
25
日
㈪
～

�

　　
　
12
月
1
日
㈰

時
間
　
各
日
10
時
～
18
時

「
震
災
遺
構
旧
中
浜
小
学
校
」の
展
示
制
作

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

場
所
　
防
災
拠
点
・
坂
元
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
る
さ
と

お
も
だ
か
館
」

　
1
階　
会
議
室
1

※�

期
間
中
は
、
会
場
を
開
放
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
都
合
に

合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

校
歌
保
存
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時
　
12
月
1
日
㈰�

15
時
～
17
時

場
所
　
防
災
拠
点
・
坂
元
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
る
さ
と

お
も
だ
か
館
」

　
2
階　
防
災
研
修
室

問
生
涯
学
習
課 

施
設
計
画
班

☎
36
―
8
9
4
8

▲叶 ありさ さん

▲�震災当時、体育館に掲示されていた校歌板
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令和元年度健康づくり
ウォーキング大会を開催

　10月14日、ウォーキングイベント「元気や
まもと坂元の史跡をたずねてウォーク」を開催
し、未就学児から80代まで約150人が参加し
ました。
　当日、防災拠点・坂元地域交流センター「ふ
るさとおもだか館」を出発した参加者は、運動
支援リーダーとウォーキングサポーターの先導
で、坂元神社や御

お

廟
たまや

などの史跡を巡りながら、
約2時間の行程でウォーキングを楽しみまし
た。ゴールの農水産物直売所「やまもと夢いち
ごの郷」に到着すると、直売所で開催されてい
た芋煮会イベントにも参加。芋煮を食べて、充
実した1日を過ごしていました。

募金のお願い
　町では、台風19号による被
害が大きかった仙南地域の災害
復旧と被災された方々の生活再
建を目的に、募金を受け付けて
います。
　募金箱は、下記の町内5カ所
に設置しています。皆さんのご
理解とご協力をお願いします。

募金箱設置場所
町民生活課窓口、保健福祉課窓
口、防災拠点・山下地域交流セ
ンター「つばめの杜ひだまり
ホール」、中央公民館、防災拠点・
坂元地域交流センター「ふるさ
とおもだか館」

問 保健福祉課 福祉班
☎37-1113

地域医療の中核を担う
宮城病院の環境整備を実施

　10月6日、独立行政法人国立病院機構宮城病院の
敷地内と周辺の環境整備を目的とした「クリーンキャ
ンペーン」を実施しました。
　当日は、町の呼びかけで集まった地域住民や町内外
の21事業所などから約130人が参加し、1時間半に
わたって、草刈りや植え木の枝払いなどを行いました。

　地域医療の中核を担い、健康づくりの拠点となる宮
城病院は、町になくてはならない病院です。町では、
宮城病院を支え、ともに歩んでいくために、これから
もこうした活動に継続して取り組んでいきます。

問 保健福祉課 健康推進班　☎37-1113問 保健福祉課 健康推進班　☎37-1113

　
10
月
半
ば
に
発
生
し
た
台
風

19
号
と
10
月
25
日
の
低
気
圧
に

よ
る
大
雨
は
、
各
地
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
特
に
台
風
19
号
が
接
近
し
た

10
月
12
日
に
は
、
本
町
に
も
大

雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
、
累

計
雨
量
が
約
3
0
0
㍉
に
達

す
る
な
ど
、
記
録
的
大
雨
と
な

り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
町
内
9
カ
所
に
避

難
所
を
開
設
。
町
内
全
域
に

「
避
難
指
示
」を
発
令
す
る
な

ど
、
最
大
限
の
警
戒
で
対
応
し

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
大
雨
な
ど
の
自

然
災
害
が
、
近
年
多
発
し
て
い

ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、

落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う

に
、
家
族
や
地
域
で
、
日
ご
ろ

か
ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

台
風
19
号
な
ど
に
よ
る
記
録
的
大
雨
が
発
生

丸
森
町
と
角
田
市
へ
の
支
援

　

町
で
は
、
台
風
19
号
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
丸
森
町
と
角

田
市
に
物
資
支
援
を
行
っ
た
ほ

か
、職
員
を
現
地
に
派
遣
し
て
、

り
災
証
明
の
事
務
支
援
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

問
総
務
課 

危
機
管
理
班

☎
37
―
1
1
1
1

▲り災証明の事務支援を行う職員

▲史跡巡りと秋の風景を楽しみました

▲草刈り作業に汗を流す参加者の皆さん
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ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
か
ら

寄
付
金
贈
呈

　

9
月
20
日
、
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
か
ら

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
荻お

ぎ

野の

庸よ
う

省せ
い

仙

台
支
社
長
が
来
庁
し「
復
興
支

援
」を
目
的
と
し
た
寄
付
金
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

齋
藤
町
長
は
目
録
を
手
に

「
震
災
後
か
ら
継
続
的
に
手
厚

い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
感
謝

し
ま
す
。
寄
付
金
は
、
町
の
活

力
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
に
活
用
し
ま

す
」と
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
同
社
は「
環
境
」「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
性
化
」「
経
済
活
性
化
」

を
支
援
テ
ー
マ
に
、
東
日
本
大

震
災
以
降
、
被
災
地
に
対
す
る

継
続
的
な
支
援
活
動
を
続
け
て

お
り
、
本
町
に
対
し
て
は
8
度

目
の
支
援
に
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
寄
付
金
を
地

方
創
生
応
援
税
制（
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
）を
活
用
し
た
地

域
再
生
計
画「
人
が
人
を
呼
び
、

人
を
育
て
る
に
ぎ
わ
い
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
用
い

て
、関
係
人
口
の
創
出
と
拡
大
、

移
住
・
定
住
人
口
の
増
加
な
ど

に
つ
な
げ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

問
企
画
財
政
課 

企
画
班

☎
37
―
1
1
1
8

令
和
2
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
の
追
加
受
け
付
け

　

町
で
は
、
令
和
2
年
度
競
争

入
札
参
加
資
格
申
請
の
追
加
受

け
付
け
を
実
施
し
ま
す
。

受
付
期
間

　
12
月
2
日
㈪
～
12
月
9
日
㈪

申
込
方
法

　
提
出
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
ま
た

は
宅
配
便
に
よ
り
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。
12
月
9
日
㈪
到
着
分

ま
で
有
効
で
す
。

　

な
お
、
町
内
に
本
店
ま
た
は

営
業
所
な
ど
を
有
す
る
業
者
に

限
り
、持
参
可
能
で
す
。

提
出
書
類
な
ど

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
先

　
企
画
財
政
課 

財
政
班
宛

　
〒
9
8
9
―
2
2
9
2

　
山
元
町
浅
生
原
字
作
田
山
32

問
企
画
財
政
課 

財
政
班

☎
37
―
1
1
1
8

小
平
老
人
憩
の
家
の

改
修
工
事
が
完
了

　

8
月
31
日
、宝
く
じ
の
助
成

金（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）を

活
用
し
た
小
平
老
人
憩
の
家
の

改
修
工
事
が
完
了
し
、
小
平
区

に
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
工
事
は「
出
入
口
の

ス
ロ
ー
プ
設
置
」「
フ
ロ
ア
間

の
段
差
解
消
」「
水
洗
式
の
多

目
的
ト
イ
レ
へ
の
改
修
」な
ど
、

主
に
建
物
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
目
的
に
行
わ
れ
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も
が
安

心
・
安
全
で
、
快
適
な
利
用
が

で
き
る
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
平
区
の
清
橋
区
長
は「
区

民
の
皆
さ
ん
に
た
く
さ
ん
利
用

し
て
も
ら
い
、
区
民
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
り
一

層
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
コ
ダ
ナ
リ
エ
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
時
に
は
、
町
民
の
方
々

に
も
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
宝
く
じ
社
会
貢
献
公
報
事
業

と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業

収
入
を
財
源
と
し
て
実
施
し
て

い
る
事
業
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
や
集
会

施
設
の
整
備
、
安
全
な
地
域
づ

く
り
、
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
な

ど
に
対
し
て
助
成
し
、
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

問
総
務
課 

総
務
班

☎
37
―
1
1
1
1

山
元
町
明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会
の
活
動

　
山
元
町
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会（
明
推
協
）で
は
、町
内
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
啓
発
物
資
を

配
布
し
た
り
、
町
内
の
小
学
校

を
対
象
に
選
挙
ポ
ス
タ
ー
や
標

語
を
募
集
し
た
り
す
る
な
ど
、

選
挙
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
5
日
に
は
、
坂
元
小
学

校
で
開
催
さ
れ
た「
坂
小
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
模
擬
投
票

ブ
ー
ス
を
設
け
て
、
子
ど
も
た

ち
に
投
票
体
験
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

明
推
協
で
は
、
こ
の
ほ
か
に

も
町
民
文
化
祭
や
ふ
れ
あ
い
産

業
祭
、
成
人
式
な
ど
で
啓
発
活

動
を
行
う
予
定
で
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
37
―
1
1
1
1

▲�目録を手にする荻野支社長と齋藤
町長

▲スロープが設置された出入口
▲コミュニティ助成事業
　キャラクター「クーちゃん」

▲模擬投票を体験する子ども

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース
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第１仮庁舎

第２仮庁舎

第３

仮庁舎

来庁者用
駐 車 場

来庁者用
駐 車 場

仮庁舎解体
立入禁止箇所

凡 例

収蔵庫
建設工事

　
昨
年
度
に
営
農
を
再
開
し
た

沿
岸
部
の
農
地
整
備
事
業「
山

元
東
部
地
区
」で
は
、
9
月
か

ら
10
月
に
か
け
て
、1
5
2
㌶

の
田
ん
ぼ
一
面
に
実
っ
た
稲
の

刈
り
取
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
長
雨
に
よ
る
低
温

や
日
照
不
足
の
影
響
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
梅つ

雨ゆ

明
け
以
降

は
天
候
が
回
復
し
て
稲
が
順
調

に
生
育
し
、
営
農
再
開
か
ら
2

年
目
と
な
る
今
年
も
無
事
に
、

〝
実
り
の
秋
”を
迎
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
山
元
東
部
地
区
」で

は
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て
発
生

す
る
西
風
の
対
策
と
し
て
、
防

風
林
帯
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
大
区
画
に
整

備
し
た
畑
か
ら
の
飛ひ

砂さ

を
軽
減

し
、
ほ
場
の
裸ら

地ち

化
を
防
ぐ
と

と
も
に
、
居
住
地
へ
の
被
害
を

抑
制
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
防
風
林
帯
の
整
備
は
、
現
在

2
・
9
㌔
㍍
完
成
し
て
お
り
、

今
後
も
整
備
完
了
に
向
け
て
、

県
と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問
東
部
地
区
基
盤
整
備
推
進
室 

基
盤
整
備
班
　
☎
29
―
8
0
0
7

問 企画財政課 管財班　☎37-1118

　11月1日（金）～令和2年3月31日（火）まで、役場仮庁舎の解体工事を実施します。
　工事期間中は、下図のとおり来庁者用駐車場を一部変更しますので、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、解体工事終了後は、その跡地を駐車場として利用する予定です。

農
地
整
備「
山
元
東
部
地
区
」で

営
農
再
開
か
ら
2
度
目
の
実
り
を
迎
え
る

役場仮庁舎の解体工事に伴い来庁者用駐車場を一部変更します

▲�大区画のネギ畑に隣接して整備された防風林帯
　（松と防風ネット）【笠野区】

▲�2度目の収穫を迎えた東部地区の田んぼ
　【中浜区】
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　町道高瀬笠野線（国道6号高瀬交差点～東北電力変電
所前）の道路改良工事の再開に伴い、下記のとおり当該
道路の一部区間が通行止めになります。
　町民の皆さんをはじめ、通行する方にはご不便とご迷
惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

　下記の要件を満たし、同一敷地内で住宅再建のための
宅地防災工事行う方々を対象に、補助金を交付します。
　補助金の交付には一定の条件がありますので、詳しく
は下記までご連絡をください。なお、広報やまもと6月号
8ページにも掲載しています。ご覧ください。
　なお、本事業は今年度をもって事業を終了します。
　まだ補助金の申請手続きがお済みでない方は、お早め
の手続きをお願いします。また、すでに補助金の交付を
受けた方は対象になりません。

要件（①～③のいずれかに該当していること）（※1）
①�被災住所が町内の津波防災区域第2種、第3種区域

に該当している方
②津波浸水区域に該当している方
③�10,000平方メートル以上の造成団地（※2）で二次

被害の危険性があると認められる区域の方
※1	年度内に工事が完了する方が、対象です。
※2	作田山団地、太陽ニュータウン、高瀬ガーデン、

梅ケ丘団地、文化ケ丘が対象です。

　旧 JR 用地を活用し、津波から内陸部を守
る二線堤機能を併せ持つ県道相馬亘理線が、
9月26日に福島県境部から約800m の区間
で開通しました。
　町民の安全・安心と沿岸部の重要な幹線道
路ネットワークとして、1日も早い全線開通
が待ち望まれます。�

補助金の限度額
・第2種区域
　各対象工事の合計額の3分の2（上限200万円）
・第3種区域
　各対象工事の合計額の3分の2（上限150万円）
・�津波浸水区域　
　各対象工事の合計額の3分の2（上限100万円）
・造成団地　　　
　各対象工事の合計額の3分の2（上限150万円）

問 建設課 施設整備班　☎29-8004 ／施工業者　㈱太田工務店　☎35-2719

問 建設課 用地行政班　☎29-8005 問 建設課 施設整備班 ☎29-8004

町道高瀬笠野線　通行止めのお知らせ

東日本大震災に伴う宅地防災工事に
補助金を交付します

県道相馬亘理線の一部が
開通しました

▲�一部区間が開通した県道相馬亘理線
　（福島県側から撮影）

Ｎ

町道高瀬笠野線

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

国
道
６
号通行止

地図提供：国土地理院

磯浜漁港 

Ｎ

Ｊ
Ｒ
常
磐
線開通区間

地図提供：国土地理院

工 事 内 容　道路改良工事
規 制 期 間　11月1日～令和2年3月下旬（予定）
通行止時間　終日
規 制 範 囲　町道高瀬笠野線
通行止区間　490㍍
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申込受付期限　11月22日（金）（土・日を除く）　※受付時間は、8：30～ 17：15です。
申込受付場所　子育て定住推進課
書類配布場所　子育て定住推進課・坂元支所・つばめの杜保育所・宮城病院つくし保育園
申 込 要 件　町内に住所があり、保護者や同居する親族が次のいずれかに該当すること

①就労　②妊娠・出産（※1）　③保護者の疾病・障害　④同居する親族の介護・看護　⑤災害復旧
⑥就職活動（※1）　⑦就学　⑧虐待・DV　⑨育児休業取得（※1・※2）　⑩町が認める場合
※1　入所可能な期間が限定されます。
※2　入所児童の保護者が新たに出産し、育児休業を取得後に職場復帰する場合該当します。
施設・定員など

施設名 公私 所在地・電話番号 対象児童 定員（※4） 開所時間

つばめの杜保育所 公立 つばめの杜1丁目2
☎36-7271 生後6カ月～ 5歳児 150人 月～土曜日

（祝日、年末年始を除く）
7：15～ 18：00
延長保育あり（※5）

宮城病院つくし
保育園（※3） 私立 髙瀬字合戦原100

☎33-8515 生後6カ月～ 2歳児 6人
（地域枠）

※3　事業所内保育所です。
※4　今年度保育所（園）に在籍し、次年度も継続入所を希望する児童を含んだ人数です。
※5　�延長保育は、月～金曜日の18：00～ 19：00に実施しています。入所後に別途申し込みが必要で、保育料

とは別に延長保育料をご負担いただきます。

利用時間　保護者の就労時間などによって異なります。
　　　　　・保育短時間（主にパートタイム就労）　8：30～ 16：30
　　　　　・保育標準時間（主にフルタイム就労）　7：15～ 18：00
保 育 料　保護者などの市町村民税所得割額を基に算定します。（詳細は、町ホームページに掲載しています）
入所可否　令和2年2月上旬に申込者に通知します。
そ の 他　今年度の入所申し込みは、随時、受け付けています。

【保育所入所を検討している方へ】11月14日（木）に保育所入所に関する説明会を開催します
時間・場所　13：30～ 15：30　防災拠点・坂元地域交流センター「ふるさとおもだか館」
　　　　　　16：30～ 18：30　防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」
内　　　容　幼児教育・保育の制度説明後、保育士などが保育所の生活に関する質問にお答えします。
　　　　　　※申し込みは不要です。また、各回とも内容は同じです。

町内の私立幼稚園（やまもと幼稚園・ふじ幼稚園）でも令和2年度の入園申し込みを受け付けています
　町内の私立幼稚園では、今年10月から幼児教育・保育の無償化に伴い、毎月の保育料と入園料が無償化
されました。幼稚園は満3歳から入園可能で、現在、次年度の入園申し込みを受け付け中です。詳しくは、
各幼稚園までお問い合わせください。

問 子育て定住推進課 子育て支援班　☎36-9835

令和2年度  保育所（園）新規入所申し込みのお知らせ
～令和2年度内に新たに入所を希望する方の申し込みを受け付けています～

◀やまもと幼稚園
　所在地 髙瀬字竹の内原41
　☎37-0074
　預かり保育　7：30～ 18：00

ふじ幼稚園▶
所在地 山寺字上西田123　

☎37-1066　
預かり保育　7：40～ 18：00　
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　8月1日、厚生労働省が、平成30年度の児童相談所による児童虐待
相談対応件数（速報値）を公表しました。
　その対応件数は159,850件で、前年度から26,072件も増加する結
果となりました。また、平成29年度に虐待で死亡した子どもの人数
は65人で、そのうち約5割が0歳の乳児であることも報告されました。
　子どもの健やかな成長に影響を及ぼす児童虐待の防止は、地域社会全体で取り組むべき重要な問題です。
「虐待を受けている子どもがいる」「子育てに悩んでいる親がいる」など、「これは児童虐待かも・・・」と思
ったら、至急、下記窓口までご連絡ください。あなたのお電話で救われる子どもがいます。

～ 子育てに関する相談先などの紹介 ～

子どもや保護者のこんなサインを見落としていませんか？
＜子どもからのサイン＞
・いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴り声がする
・不自然な傷や打撲のあとがある
・衣服やからだがいつも汚れている
・落ち着きがなく乱暴である
・表情が乏しい、活気がない
・夜遅くまでひとりで家の外にいる
＜保護者からのサイン＞
・地域などの交流が少なく孤立している
・小さい子どもを家においたまま外出している
・子育てに関して拒否的で無関心である
・子どものけがについて不自然な説明をする

「児童虐待」の種類
身体的虐待
殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、
やけどを負わせる、家の外にしめだす　など
心理的虐待
言葉により脅かす、無視する、子どもの目の前
で家族に対して暴力をふるう　など
性的虐待
子どもへの性的行為、性的行為をみせる、ポル
ノグラフィの被写体にする　など
ネグレクト
乳幼児を家に残して外出する、食事を与えない、ひ
どく不潔なままにする、自動車の中に放置する、重
い病気になっても病院に連れて行かない、他の人が
子どもに暴力をふるうことなどを放置する　など

子育て世代包括支援センター
　助産師や保健師などの専門職員が常駐し、
妊娠から出産、子育て期の親子を切れ目なく
支援しています。
　お気軽にご相談ください。
開所時間　月～金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　9：00～ 17：00
所 在 地　浅生原字日向12-1
　　　　　（中央公民館隣）
　　　　　☎36-9836

ファミリー・サポート・センター
　子育てをお願いしたい人と子育てを手伝いたい人を
つなぎ、地域で助け合いながら子育てをする事業です。
　利用するためには事前に登録が必要で、利用料も発
生するなど一定の条件があります。詳しくは、下記ま
でお問い合わせください。
開所時間　月～金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　9：00～ 12：00、13：00～ 17：00
所 在 地　つばめの杜1丁目2（こどもセンター内）
　　　　　☎36-9877

問 子育て定住推進課 子育て支援班　☎36-9835

1
いち

8
はや

9
く

 ちいさな命に 待ったなし
11月は「児童虐待防止推進」月間 です

児童相談所全国共通3桁ダイヤル
・最寄りの児童相談所につながります。
・�匿名による連絡が可能で、連絡者や連絡内容に関する秘密は
守られます。
　※一部のＩＰ電話からはつながりません。
　※通話料がかかります。
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1　募集職種・応募資格など

№ 職　種 業務内容 募集
人数

任用
期間 応募資格等 主な

勤務地 賃　金 勤務時間 受付・問い
合わせ課

1 保育士 保育業務 8人

R1.12.1
～

R2.3.31

保育士、幼稚園
教諭、小学校教
諭、養護教諭、
保健師、看護師、
准看護師のいず
れかの資格を有
する方（※1）

つばめの杜
保育所

日額8,300円
時給1,070円
（※2）

月～土のうち
①週5日
　7時間45分
②14:00～18:00
　（4時間）
勤務日数等応相談

子育て
定住推進課
☎36-9835

2 児童厚生員

児童館活動の
企画・運営、
児童の指導育
成など

1人 （※3）
こども
センター
ほか

時給1,010円
（※2）

月～土のうち
5日間
4時間
（早番・遅番有）

3 特別支援
教育支援員

児童生徒の日
常生活や学習
活動のサポー
ト業務

2人

児童生徒の日常
生活や学習活動
のサポート業務
が可能な方

町内
小中学校 時給880円

月～金（週5日）
8:15 ～ 16:00
7時間
長期休業中を除く

教育総務課
☎37-5115

4 一般
事務補助

所得申告相談
時の受け付け
および資料整
理業務

2人
R2.1.15
～

R2.3.31

簡単なパソコン
操作ができる方 税務課 日額6,400円

月～金（週5日）
8:30 ～ 17:15
7時間45分

税務課
☎37-1114

※1　幼稚園教諭、小学校教諭、養護教諭、保健師、看護師、准看護師の資格を有する方は若干名の採用
※2　正規職員の通勤手当に相当する額と同額を賃金に上乗せして支給
※3　�（1）保育士、社会福祉士の資格を有する方（2）幼稚園、小学校、中学校、高等学校または中等教育学校の教諭となる資

格を有する方（3）高校卒業程度で2年以上児童福祉事業に従事した方（4）大学および大学院で社会福祉学、心理学、
教育学、社会学、芸術学もしくは体育学を専修する学科またはこれらに相当する課程を修めて卒業した方　など

2　勤務条件など
　（1）任 用 期 間　上記のとおりです。
　（2）各 種 保 険　勤務条件などにより、社会保険、雇用保険、労災保険に加入します。
　（3）賃金支払日　月末締め翌月15日支払い（土・日・祝日の場合はその前日）
3　申込方法・受付期間など
　（1）申込方法	 市販の履歴書に顔写真を貼付し、上記「受付・問い合わせ課」に提出してください。
		  ※郵送の場合は受験票送付用として、住所・氏名を記入し、切手を貼付した封筒を同封してください。
　		  　なお、申し込む職種は、いずれか1つでお願いします。（複数の職種に申し込むことはできません）
　（2）受付期間	 �下記のとおり職種毎に異なります。受付時間は、平日の8：30～ 17：00です。
		  No.1 ～ 3　11月6日（水）～ 11月22日（金）　※郵送の場合は、11月22日（金）到着分まで有効
		  No.4　　　 11月6日（水）～ 11月29日（金）　※郵送の場合は、11月29日（金）到着分まで有効
　（3）郵 送 先	 〒989-2292　山元町浅生原字作田山32　山元町役場「受付・問い合わせ課」宛
		  ※封筒の表に「臨時職員採用試験申込」と朱書きしてください。
　（4）選考方法	 書類審査および面接により選考します。（詳細は申し込み時に説明します）
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臨時職員募集のお知らせ

▲�成毛さん（左）と根元さん
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　平成30年度一般会計、特別会計、企業会計の決算が9月に開催された山元町議会定例会で認定されました。
　一般会計の歳入決算額は194億1,975万円、歳出決算額は172億4,739万円となり、歳入から歳出を
差し引いた形式収支は21億7,235万円となりました。また、その差額から翌年度に繰越すべき財源14億
3,203万円を引いた実質収支は7億4,032万円の黒字決算となりました。
　前年度と比較すると、歳入で約15億円（▲7.4％）の減少、歳出で約11億円（▲6.2％）の減少となりま
した。一昨年度に、防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」の完成を始め、さまざ
まな復興事業が完了したことが主な理由になります。

用 語 解 説
町税：皆さんが町に納めた税金
地方交付税：全国一律の行政サービスが受けられる
ように、国が一定基準により町に交付するお金

地方譲与税および交付金：国・県が徴収した税金の
中から、町に分配されたお金

国県支出金：特定の目的のために、国や県から交付
されたお金

町債：町の借金のことで、大きな事業を行うために
国や金融機関から借り入れたお金

分担金および負担金：特定の利益を受けた方から負
担していただいたお金

使用料および手数料：皆さんが町の施設を使用した
り、住民票などの交付に対して支払ったりしたお
金

財産収入：町の持つ財産を運用したり売ったりして
得たお金

繰入金：各種基金の取り崩しによって繰り入れたお金
諸収入：雑入など、その他さまざまな収入
自主財源：町税、使用料など町が自主的に得られる
財源

依存財源：地方交付税、国県支出金、町債など国や
県の基準によって交付される財源

平成30年度決算状況 をお知らせします

災害復旧費 4億6,745万円
教育費 6億3,397万円

民生費 15億6,618万円

その他 15億2,480万円

農林水産業費 10億9,840万円

土木費
75億4,733万円

総務費
44億926万円

32.3
％

依
存
財
源

その他 12億934万円
県支出金 4億6,957万円

国庫支出金  22億7,617万円

地方交付税
23億2,411万円

67.7
％

自
主
財
源

町税 13億1,251万円
その他 3億7,608万円

繰越金 19億3,774万円

繰入金
95億1,423万円

構成比
49.0％

1.9％

12.0％

10.0％

11.7％

2.4％

6.2％

構成比
25.5％

43.8％

6.4％

9.1％

8.8％

3.7％
2.7％

6.8％

歳 出（使ったお金）～目的別～
172億4,739万円

歳 入（入ったお金）
194億1,975万円

財産収入 1,537万円
分担金および負担金
 3,782万円
使用料および手数料
 1億3,285万円
諸収入 1億3,493万円
寄附金 5,511万円

町債 8億5,295万円
地方譲与税および交付金
 3億5,639万円

議会費 9,648万円
衛生費 4億983万円
労働費 1,120万円
商工費 1億6,796万円
消防費 2億8,503万円
公債費 5億978万円
諸支出金 4,452万円

▶▶▶ 一 般 会 計 ◀◀◀
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	どんなことに、お金を使っているの？
　11ページに示した歳出のグラフは、平成30年度のお金の使い道を「目的別」に示したものです。
　お金の使い道を表す方法には、予算や決算のように行政目的別に分けて“どのような目的で使ったのか”と
いう「目的別」と、人件費や扶助費のように“どのような用途に使ったのか”という「性質別」の2通りあります。
　同じものについて違う見方をすることで、どんなことに力を注いだのかが分かります。
※地方財政状況調査により分析した数値を使用しているため、純決算額とは金額が異なります。

収　　入 支　　出 （単位：円）
項　　　目 金額 項　　　目 金額

給料（町税） 20,276 食費（人件費） 24,789

親からの援助
（地方交付税、国・県支出金、地方譲与税及び交付金） 83,825 医療費（扶助費） 10,188

パート収入
（使用料・手数料、分担金・負担金、財産収入、寄附金、諸収入） 5,810 ローンの返済（公債費） 9,563

ローンの借入（町債） 13,176 光熱水費・日用雑貨品（物件費） 21,477

貯金の取り崩し（繰入金） 146,978 家の増改築（投資的経費）庭の手入れ（維持補修費） 81,213

先月の残金（繰越金） 29,935 区費や家族への仕送りなど（補助費、繰出金、貸付金） 117,047

計 300,000 計 264,277

※（　）内は対応する町の科目 貯金（積立金） 35,723

歳出（性質別）

公債費 3.2%
5億4,965万円

人件費 8.3%
14億2,488万円

扶助費 3.4% 
5億8,560万円

積立金 11.9%
20億5,331万円

維持補修費 1.0%
1億8,173万円

普通建設事業費 15.6% 
26億9,561万円

災害復旧事業費 10.4%
17億9,072万円

補助費など 35.4%
61億641万円

物件費 7.2%
12億3,451万円 

繰出金 3.1%
5億4,251万円

貸付金 0.5%
7,886万円

義務的経費 14.9%
25億6,013万円

投資的経費 26.0%
44億8,633万円

その他の経費 59.1%
101億9,733万円

町の決算を1カ月の家計に置き換えてみると…
＜山元町さん宅の家計簿＞
　本町の予算と家計では、金額やお金の使い道に大きな違いがあるため、単純に比較はできませんが、平
成30年度の一般会計の決算を、1カ月あたり30万円（年収360万円）の家庭に置き換えてみました。
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	町の貯金はどのくらい？
■ 基金残高 基金とは �

　町の貯金のことで、災害などの緊急時に備える資金や複
数の年度にわたって行う事業の資金を一旦貯めておくため
に設けられているものです。
　財政調整基金については、平成30年度決算では約58億
円の残高となりますが、このうち約20億円については、
復興・創生事業に関する国・県からの補助金などにより一
時的に増加したものであり、今後、段階的に精算が行われ
る見込みであることから、町の裁量で使える貯金額は、約
38億円となっています。

	お金の使い道を町民1人あたりにしてみると…
■ 歳出の用語説明
議会費 総務費 民生費 衛生費 労働費 農林水産業費 商工費

議会活動のため
に使うお金

（7,874円）

行政運営や、庁
舎や財産の維持
管理に使うお金

（359,822円）

子どもや高齢
者、障害のある
方などの福祉の
ために使うお金
　（127,809円）

町民の健康増進
やゴミ・し尿処
理などに使うお
金
（33,445円）

雇用の促進や労
働者のための施
設管理などに使
うお金
（914円）

農業や林業、水
産業の振興のた
めに使うお金

（89,636円）

商工・観光業の
振興のために使
うお金
（13,706円）

土木費 消防費 教育費 災害復旧費 公債費 諸支出金
道路、公園、公
営住宅などの整
備・維持管理に
かかるお金
（615,908円）

広域消防、消防
団、自主防災な
どに使うお金

（23,260円）

小・中学校、幼稚
園、社会教育施
設の整備・内容
充実に使うお金
（51,736円）

災害によって生
じた被害の復旧
にかかるお金

（38,147円）

借り入れた町債
の元利を返済す
るためのお金

（41,601円）

どの科目にも目
的が該当しない
科目のお金（災害
援護資金貸付金）
（3,633円）

※町民1人あたりの支出額　1,407,491円（人口は、平成31年3月31日現在の12,254人で計算しています）

	どうして町は借金をするの？
　町の借金（町債）には下記の2つの役割があります。
①現在の町民と将来の町民の負担を公平にする役割
②毎年の財源を平均する役割
　公共施設の整備には一時的に多額のお金が必要になります。これをその年の収入だけで賄

まかな

うと、その他
の仕事ができなくなってしまいます。
　また、公共施設は現在の町民だけではなく、将来の町民も利用しますので、負担の公平性を図る観点から、
町債を活用して世代間で平等に費用の負担をお願いしています。

	町の借金はどれくらい？
■ 町債残高 　平成30年度末の町の借金は124億円でした。

　新庁舎建設事業や防災行政無線の更新事業など、
各種復興事業の財源として町債の発行が増加したこ
とに加え、平成29年度に過疎地域に指定されたこ
とによる各種過疎対策事業に要する町債を発行した
ほか、平成29年度に発生した台風21号の災害復旧
に関する町債発行も重なったことから残高が増加し
ています。

0
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その他基金の残高 財政調整基金等の残高
震災復興基金と震災復興交付金基金の残高
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	町の財政は健全なの？
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定により、平成30年度決算に基づく健全化判断比率と
公営企業の資金不足比率を算出しました。
　本町は財政の健全を示す5つの指標において、財政上のイエローカードを示す早期健全化基準を大きく
下回っており、財政状況が健全であることがわかります。

　（単位：万円・％）
区　　　分 平成30年度 平成29年度 増減額 増減率

国 ・ 県 支 出 金 140,032 58,049 81,983 141.2
保 険 税 22,868 23,549 △681 △2.9
繰 入 金 22,909 26,001 △3,092 △11.9
前期高齢者交付金 － 56,541 △56,541 －
高額共同事業交付金 － 36,470 △36,470 －
退職者療養給付費等交付金 － 2,992 △2,992 －
そ の 他 5,521 8,446 △2,925 △34.6

合　　　計 191,330 212,048 △20,718 △9.8
※平成30年度実施の制度改正に伴い、科目等に変更あり

　（単位：万円・％）
区　　　分 平成30年度 平成29年度 増減額 増減率

保 険 給 付 費 130,235 127,195 3,040 2.4
保 健 事 業 費 2,674 2,423 251 10.4
国民健康保険事業費納付金 45,302 － 45,302 －
後期高齢者支援金等 － 18,614 △18,614 －
高額共同事業拠出金 － 34,691 △34,691 －
介 護 納 付 金 － 8,183 △8,183 －
そ の 他 8,066 10,150 △2,084 △20.5

合　　　計 186,277 201,256 △14,979 △7.4
※平成30年度実施の制度改正に伴い、科目等に変更あり

【5つの指標で見る山元町の財政の健全性】
財政指標 早期健全化基準 財政再建基準 山元町算定結果（注3）

実質赤字比率 15.0％ 20.0％ 平成28年度 平成29年度 平成30年度
－ － －

一般会計での赤字の比率

連結実質赤字比率 20.0％ 30.0％ 平成28年度 平成29年度 平成30年度
－ － －

一般会計など（注1）と公営企業会計（注2）を合わせた全会計での赤字の比率

実質公債費比率 25.0％ 35.0％ 平成28年度 平成29年度 平成30年度
11.9 12.1 10.6

一般会計の借入返済額の比率
（家計に例えると、1年間のローン返済額が臨時的な収入を除く年収に占める割合。ローンが家計をどれだけ圧迫しているかを示す）

将来負担比率 350.0％ 平成28年度 平成29年度 平成30年度
－ － －

一般会計が将来負担すべき実質的な負債残高の比率（家計に例えると、借金総額が年収の何倍になるかを表す）

資金不足比率 20.0％ 平成28年度 平成29年度 平成30年度
－ － －

各公営企業会計（注2）の事業規模に対する資金不足額の比率
注1　一般会計などとは、一般会計、国民健康保険事業および後期高齢者医療、介護保険事業の4会計を合算したもの
注2　公営企業会計とは、水道事業、下水道事業の2会計を合算したもの
注3　上記の「－」は、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、資金不足比率が「なし」のため

歳 入 19億1,330万円

歳 出 18億6,277万円

国民健康保険事業特別会計 〔年間平均被保険者数3,326人、世帯数2,049世帯〕
（平成31年3月31日現在）

▶▶▶ 特 別 会 計 ◀◀◀

その他 2.9%

繰入金
12.0%

保険税
12.0%

国・県支出金
73.1%

保健事業費 1.4%
その他 4.4%

国民健康保険
事業費納付金
24.3%

保険給付費
69.9%
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（単位：万円・％）

区　　　分 平成30年度 平成29年度 増減額 増減率

国 ・ 県 支 出 金 49,989 47,306 2,683 5.7

支 払 基 金 交 付 金
（第2号被保険者） 32,457 32,688 △231 △0.7

繰 入 金 23,792 22,761 1,031 4.5

保 険 料
（第1号被保険者） 31,395 27,399 3,996 14.6

そ の 他 2,790 3,596 △806 △22.4

合　　　計 140,423 133,750 6,673 5.0

（単位：万円・％）

区　　　分 平成30年度 平成29年度 増減額 増減率

保 険 給 付 費 116,563 113,496 3,067 2.7

地 域 支 援 事 業 費 7,539 5,768 1,771 30.7

総 務 費 3,674 4,674 △1,000 △21.4

そ の 他 3,751 4,729 △978 △20.7

合　　　計 131,527 128,667 2,860 2.2

（単位：万円・％）

区　　　分 平成30年度 平成29年度 増減額 増減率

保 険 料 11,523 10,890 633 5.8

繰 入 金 4,626 4,633 △7 △0.2

そ の 他 176 308 △132 △42.9

合　　　計 16,325 15,831 494 3.1

（単位：万円・％）

区　　　分 平成30年度 平成29年度 増減額 増減率

後 期 高 齢 者 医 療
広 域 連 合 納 付 金 15,443 14,971 472 3.2

そ の 他 688 724 △36 △5.0

合　　　計 16,131 15,695 436 2.8

歳 入 14億423万円

歳 出 13億1,527万円

歳 入 1億6,325万円

歳 出 1億6,131万円

介護保険事業特別会計 〔第1号被保険者数（65歳以上）　4,872人〕
〔要介護・要支援認定者数　970人〕�（平成31年3月31日現在）

後期高齢者医療特別会計 〔年間平均被保険者数2,496人〕
（平成31年3月31日現在）

▶▶▶ 特 別 会 計 ◀◀◀

▶▶▶ 特 別 会 計 ◀◀◀
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用 語 解 説

損益計算書
［1年間の経営成績を示すもの］

（平成30年4月1日から平成31年3月31日まで）
（単位：万円）

費用科目 金　　額 収益科目 金　　額
営業費用
（仙南・仙塩広域水
道受水費等）

36,380 営業収益（給水収益・負担金） 34,604

営業外費用
（長期借入金利息等）
� ※1

1,772
営業外収益
（他会計補助金・長
期前受金戻入）

8,200

特別損失
（災害による損失等） 121

特別利益 8
当期純利益※2 4,539
合　　　計 42,812 合　　　計 42,812

（注）金額は消費税抜きです。

平成30年度水道事業会計のあらまし
項　　　目 平成30年度 平成29年度 対前年度 備　　　　　　考

給水区域内人口（外国人含む）（人） 12,254 12,369 △ 115 人口減少に伴い、昨年度と比較すると減少しています。

給水人口 （人） 12,042 11,676 366 人口が減少する一方、昨年度と比較すると増加しています。

給水普及率
【給水人口÷給水区域内人口）】（％） 98.27 94.40 3.87 給水人口が増加したことから、昨年度と比較すると増加しています。

年間有収水量 （㎥） 1,237,167 1,223,905 13,262 配水量のうち水道料金算定の対象となる水量です。

企業債元金残高 （万円） 93,442 102,004 △ 8,562 主に水道管等の資産を得るために要した長期借入金の残高です。

※1	 長期借入金利息：公営企業において水道管などの資産を得るために借りた借金（企業債）の利息並びに
企業債発行等の手数料および取扱諸費です。

※2	 当期純利益：1年間の経営でどれだけ利益を出したのかを示すものです。
※3	 固定資産：長期間にわたって利用または所有する資産のことです。これは、資産の分類において、流動

資産に対する概念であって、経営活動のために長期間利用または長期間所有する資産を指します。
※4	 建設改良等の財源に充てるための企業債：公営企業において水道管などの資産を得るために借りた借金

です。1年以内に返済期限が到来するものを流動負債に、1年を超えて返済期限が到来するものを固
定負債に分類します。

※5	 長期前受金：建設改良の資金となる国庫補助金および工事負担金などが長期前受金です。

貸借対照表
［年度末における事業財産の状態を示すもの］

（平成31年3月31日現在）
（単位：万円）

資産科目 金　　額 負債・資本科目 金　　額

固定資産※3
（水道管、機械設備） 264,555

固定負債
（企業債、修繕引当金）
（うち建設改良等の財源に
充てるための企業債）※4

83,840

（75,584）

流動資産
（現金預金、未収金） 21,817

流動負債
（企業債・未払金）
（うち建設改良等の財源に
充てるための企業債）※4

15,116

（8,459）

繰延勘定
（災害損失） 0

繰延収益
（長期前受金）※5 98,861

資本金 40,761
剰余金
（うち当年度未処分利益剰余金）

47,794
（45,932）

合　　　計 286,372 合　　　計 286,372

（注）金額は消費税抜きです。

平成30年度財務諸表
水道事業会計

▶▶▶ 企 業 会 計 ◀◀◀

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース

平成30年度決算報告

やまもとP14-17決算_五[14-17].indd   16 2019/10/29   17:05:25

2019 No.480
広報やまもと11月号17

用 語 解 説

平成30年度下水道事業会計のあらまし
項　　　目 平成30年度 平成29年度 対前年度 備　　　　　　考

処理区域内人口（外国人含） （人） 7,311 7,279 32 新市街の整備などにより増加しています。

水洗化人口 （人） 7,193 7,222 △ 29 下水道使用者の減などにより減少しています。

水洗化率 （％） 98.39 99.22 △ 0.83 水洗化人口の減少により水洗化率が低下しています。

年間有収水量※4 （㎥） 696,265 680,801 15,464 処理水量のうち下水道使用料算定の対象となる水量です。

企業債元金残高 （万円） 425,122 431,859 △ 6,737 主に下水道工事に要した長期借入金の残高です。

※1	 災害による損失：東日本大震災において発生した緊急的費用です。
※2	 当期純利益：廃止管路の残管処理工事に伴う資産減耗費などの費用計上がなく、当年度は利益となりま

した。
※3	 未処理欠損金：東日本大震災にて生じた純損失が大きく、剰余金で賄えないため、欠損金として計上し

ます。なお、欠損金を減少させるには損益計算書上で純利益を生じさせる必要があります。
※4	 年間有収水量：メーター検針により把握され、下水道使用料算定の対象となった一年間の下水道使用水

量のことです。

損益計算書
［1年間の経営成績を示すもの］

（平成30年4月1日から平成31年3月31日まで）
（単位：万円）

費用科目 金　　額 収益科目 金　　額

営業費用
（処理場や管渠維持費、
固定資産除却費等）

41,021 営業収益（使用料等） 14,092

営業外費用
（長期借入金利息・
繰延勘定償却）

7,817
営業外収益
（他会計補助金・
長期前受金戻入）

49,240

特別損失
（災害による損失等）※1 177

特別利益 16
当期純利益※2 14,333
合　　　計 63,348 合　　　計 63,348

（注）金額は消費税抜きです。

貸借対照表
［年度末における事業財産の状態を示すもの］

（平成31年3月31日現在）
（単位：万円）

資産科目 金　　額 負債・資本科目 金　　額

固定資産
（下水道管、機械設備） 916,060

固定負債
（企業債、修繕引当金）
（うち建設改良等の財源
に充てるための企業債）

376,710

（360,293）

流動資産
（現金預金、未収金） 47,307

流動負債
（企業債・未払金）
（うち建設改良等の財源
に充てるための企業債）

62,488

（45,830）

繰延勘定
（災害損失） 0 繰延収益（長期前受金） 54,091

合　　　計 963,367

資本金 79,185
剰余金
（うち未処理欠損金）※3

△ 95,917
（95,917）

合　　　計 963,367

（注）金額は消費税抜きです。

平成30年度財務諸表
下水道事業会計

▶▶▶ 企 業 会 計 ◀◀◀
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本
町
を
拠
点
に
活
動
し
て
い

る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム「
山

元
ク
ラ
ブ
」が
、8
月
24
・
25
日

の
2
日
間
、
本
町
の
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た「
第
19

回
東
北
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

親
善
交
流
宮
城
山
元
大
会
」に

出
場
し
、
東
北
各
地
か
ら
集
ま

っ
た
16
チ
ー
ム
の
戦
い
を
見
事

勝
ち
抜
き
、
3
年
連
続
4
回
目

の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
の
嶋し

ま

田だ

博ひ
ろ

美み

さ
ん

（
浅
生
原
区
）は「
優
勝
で
き
た

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
う
れ
し
い
で

す
が
、
東
北
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
参
加
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
に
、

町
の
復
旧
・
復
興
の
状
況
を
見

て
も
ら
う
絶
好
の
機
会
に
な
り

ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
班

宮
城
県
巡
回
小
劇
場
で

人
形
演
劇「
八
郎
」を
鑑
賞

　
「
お
ら
た
ち
の
田
ん
ぼ
を
飲

み
込
ん
じ
ま
う
！
」

協
賛
金
の
ご
協
力
を�

お
願
い
し
ま
す

　

令
和
元
年
度
町
長
杯
争
奪

「
キ
ラ
リ
☆
や
ま
も
と
綱
引
き

大
会
」に
ご
協
賛
を
い
た
だ
け

る
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

協
賛
金
は
、
左
記
口
座
に
お

振
り
込
み
い
た
だ
く
か
、
左
記

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
持
参
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　
ご
協
賛
を
い
た
だ
い
た
事
業

者
に
つ
い
て
は
、
当
日
の
大
会

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
社
名
を
掲
載

し
ま
す
。

振
込
口
座

名
義
　
山ヤ

マ

元モ
ト

町チ
ョ
ウ

町チ
ョ
ウ
ミ
ン民

綱ツ
ナ

引ヒ

き

大タ
イ
カ
イ会

実ジ
ッ
コ
ウ行

委イ

員イ
ン

会カ
イ 

委イ

員イ
ン

長チ
ョ
ウ

　
佐サ

藤ト
ウ　

光ミ
ツ

義ギ

金
融
機
関

　
七
十
七
銀
行　
山
下
支
店

種
別
　
普
通
口
座

口
座
番
号
　
5
0
0
8
7
5
5

募
集
締
切

　
11
月
16
日
㈯

問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
班

　
泣
き
叫
ぶ
子
ど
も
の
声
を
聞

い
た
山
男
の
八
郎
が
、
荒
れ
狂

う
海
か
ら
田
ん
ぼ
を
救
お
う
と

大
波
と
の
闘
い
に
挑
み
ま
す
。

そ
し
て
、
闘
い
な
が
ら
八
郎
が

気
付
い
た
こ
と
と
は
…
。

　

9
月
24
日
、
宮
城
県
巡
回
小

劇
場
が
坂
元
小
学
校
で
開
催
さ

れ
、人
形
劇
団「
プ
ー
ク
」に
よ

る
人
形
演
劇「
八
郎
」が
公
演

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
児
童
の
ほ
か
地
域

の
方
々
も
鑑
賞
し
、
八
郎
の
勇

気
や
力
強
さ
に
感
動
す
る
様
子

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
班 

み
ん
な
で
盛
り
上
が
っ

た「
第
3
回
や
ま
も
と

ス
ポ
ー
ツ
祭
り
」

　
「
頑
張
れ
！
」「
い
け
い
け
！
」

　

た
く
さ
ん
の
声
援
の
中
で
、

9
月
22
日
、
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
を
主
会
場
に「
第
3
回
や

ま
も
と
ス
ポ
ー
ツ
祭
り
」が
開

催
さ
れ
、
町
内
の
小
学
生
な
ど

約
50
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
り
は
、
大

学
生
サ
ー
ク
ル「
東
北
大
学
地

域
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト“
Ｈ
Ａ

Ｒ
Ｕ
〟」と
今
年
度
発
足
50
年
目

を
迎
え
た「
山
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
虹
」が
、
共
催
で

開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
段
ボ
ー
ル
の
上
を

渡
り
歩
く「
島
渡
し
ゲ
ー
ム
」

や
紅
白
玉
を
爆
弾
に
見
立
て
た

「
爆
弾
ゲ
ー
ム
」な
ど
、
工
夫
を

凝
ら
し
た
競
技
の
数
々
に
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

最
後
は
、
全
員
で
山
元
音
頭

を
踊
っ
て
締
め
く
く
り
、
ス

▲�3年連続で優勝した「山元クラブ」のメ
ンバー

▲�爆弾を相手コートに投げ入れる「爆
弾ゲーム」

▲大波に戦いを挑む八郎
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防災拠点・山下地域交流センター
「つばめの杜ひだまりホール」イベント情報

　今回お届けするイベント情報は、「能」と「お笑い」です。芸術・文化活動を通じて、子どもから大人まで、
世代を超えて“感動”と“笑い”の時間を一緒に過ごし、住民同士のつながりを深めましょう！

いつでも　どこでも　だれでも　生涯学習コーナー
「
第
36
回
ミ
ニ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た

　

9
月
29
日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
会
場
に
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
本
部
主
催
に
よ
る「
第
36

回
ミ
ニ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
町
内
6
つ
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
約
70
人
の

小
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
普
段
交
流
が
少

な
い
他
競
技
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
メ
ン
バ
ー
と
50
㍍
走
や
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
の
種
目
で

競
い
合
い
な
が
ら
、
自
己
記
録

の
更
新
を
目
指
し
て
、
最
後
ま

で
全
力
で
挑
み
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
班

歴
史
も
の
づ
く
り
体
験

「
勾
玉
づ
く
り
」

�

参
加
者
募
集
！

　
今
年
度
好
評
を
得
て
い
る
歴

史
も
の
づ
く
り
体
験「
勾ま

が

玉た
ま

づ

く
り
」の
2
回
目
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
は
勾
玉
を
作
る
だ
け

で
な
く
、
勾
玉
の
実
物
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
！

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
古
代
の

気
分
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う

日
時
　
11
月
16
日
㈯

　　
　
9
時
15
分
～

会
場
　
ふ
る
さ
と
伝
承
館

参
加
費
　
5
0
0
円（
材
料
費
）

※�

参
加
費
は
、
当
日
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

定
員
　
15
人
程
度（
先
着
順
）

申
し
込
み
　
左
記
問
い
合
わ
せ

先
に
直
接
申
し
込
む
か
、
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　
11
月
13
日
㈬

問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
班

お笑い芸人が山元町にやって来る！
　仙台のお笑いプロダクション「ティーライズ所属」の芸人たちによる 

「X’mas お笑いライブ」を開催します。
　子ども向けのお笑いワークショップもあります。ぜひ皆さんお誘い合わ
せの上、お越しください。
　なお、ワークショップに参加を希望する方は、下記までご連絡ください。
大人の参加も大歓迎です。
日　時　12月21日（土）　開演13：30
場　所　防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」
対象者　どなたでも
出　演　ニードル、ストロングスタイル、間

ま

雲
う ん

亭
て い

吠
ば い

駆
く

ほか
入場料　無料

能楽師が山元町にやって来る！
　能楽師の山

や ま

中
な か

迓
が

晶
しょう

さんが、能を披露するほか、子どもたちにも分かりや
すく、能の基本を解説します。
　「能の面白さを初めて知った」「能のイメージが大きく変わった」など、 
好評を得ている能楽レクチャーです。ぜひご参加ください。
日　時　11月30日（土）　開演13：30
場　所　防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」
対象者　小学生以上　　入場料　無料

問 防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」

▲記録の更新を目指して駆け抜けました！

▲お楽しみに！

▶�

勾
玉
の
完
成
品
イ
メ
ー
ジ

ストロングスタイル

間雲亭吠駆

主催：山元町教育委員会 山元町防災拠点・山下地域交流センター
問合せ先：山下地域交流センター（ひだまりホール）☎ 0223-37-5592

ニードル

お笑いワークショップ
参加者募集
（子どもも大人も可）
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デ
ィ
ア
ボ
ロ
体
験
会

　

デ
ィ
ア
ボ
ロ
と
は
、
空
中
に

物
を
投
げ
た
り
、
取
っ
た
り
を

繰
り
返
す「
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
」

の
ひ
と
つ
で
、
空
中
で
回
転
さ

せ
る
タ
イ
プ
の「
こ
ま
」の
こ

と
で
す
。

　

今
回
は
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
の

達
人
が
、
デ
ィ
ア
ボ
ロ
の
基
本

と
上
達
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て

く
れ
ま
す
よ
。
こ
の
機
会
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
。

日
時
　
11
月
30
日
㈯

　　
　
13
時
30
分
～
15
時

場
所
　
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　
小
学
生
以
上

※�

参
加
費
、申
し
込
み
は
不
要

問
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

第
6
回
ち
び
っ
こ

ひ
ろ
ば
「
き
ら
り
☆
」

　

今
回
は「
み
ん
な
で
楽
し
く

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
♪
」を
開
催

し
ま
す
。

　
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
多
彩
な
音

色
で
音
楽
を
聴
い
た
り
、
一
緒

に
リ
ズ
ム
を
取
っ
た
り
、
親
子

そ
ろ
っ
て
芸
術
の
秋
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

日
時
　
11
月
21
日
㈭

　　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

�

　（
受
け
付
け　
10
時
10
分
）

場
所
　
防
災
拠
点
・
坂
元
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
る
さ
と

お
も
だ
か
館
」

講
師
　
エ
レ
ク
ト
ー
ン
奏
者

　　
　
齋
藤 

め
ぐ
む 

先
生

対
象
者
　
未
就
学
児
と
保
護
者

※�

参
加
費
、申
し
込
み
は
不
要

※�

乳
幼
児
の
見
守
り
託
児
が
あ

り
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
班

☎
36
―
8
9
4
8

親
子
で
笑
顔
に
♪ 

「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

講
座
」参
加
者
募
集

　
お
母
さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん
に
直

接
触
れ
て
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を

し
な
が
ら
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま

す
。
ま
た
、
子
育
て
の
悩
み
な

ど
に
も
講
師
が
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
く
れ
ま
す
。

日
時
　
12
月
6
日
㈮
・

　　
　
令
和
2
年
1
月
17
日
㈮

　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

場
所
　
防
災
拠
点
・
坂
元
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
る
さ
と

お
も
だ
か
館
」

講
師
　
助
産
師

　　
　
岩
佐 
あ
け
み 

氏

対
象
者
　
町
内
在
住
の
生
後
2

カ
月
～
7
カ
月
の
乳
幼
児
と

保
護
者

定
員
　
親
子
15
組（
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル

申
し
込
み
　
参
加
希
望
者
は
、

開
催
日
の
2
日
前
ま
で
に
、

左
記
問
い
合
わ
せ
先
へ
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

対
象
児
童
に
お
兄
さ
ん
や
お

姉
さ
ん
が
い
る
場
合
は
、
託

児
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ひ
ろ
ば

夢
ふ
う
せ
ん
イ
ベ
ン
ト

○
子
育
て
支
援
講
演
会

　「
幼
児
教
育
に
つ
い
て
」

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
こ
れ
か
ら
の
幼
児
教
育
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
で
す
。
子

育
て
を
応
援
す
る
地
域
の
方
々

も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
20
日
㈬

　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

場
所
　
防
災
拠
点
・
坂
元
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
る
さ
と

お
も
だ
か
館
」

講
師
　
ポ
ピ
ー
教
育
対
話
主
事

　　
　
長
津 

芳 

先
生

対
象
者
　
乳
幼
児
の
保
護
者

　
※
見
守
り
託
児
あ
り
ま
す
。

定
員
　
20
人

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
11
月
15
日
㈮
ま
で

に
、
左
記
問
い
合
わ
せ
先
へ

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
ひ
ろ
ば

夢
ふ
う
せ
ん

☎
0
8
0
―
4
0
7
6
―
3
5
7
0

（
栗
和
田
）

「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」の

振
り
替
え
日
の
お
知
ら
せ

　
「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」は
、
年

末
年
始
を
除
く
、
毎
週
火
曜

日
と
金
曜
日
、
土
曜
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
開
催
日

が
祝
日
の
場
合
は
、
別
日
に

振
り
替
え
て
開
催
し
ま
す
。

　
11
月
は
、11
月
23
日
㈯
・
㈷

の
開
催
日
が
、
11
月
25
日
㈪

に
振
り
替
え
と
な
り
ま
す
。

感
染
症
予
防
の
お
願
い

　
下
痢
や
風
邪
な
ど
の
症
状

が
あ
る
場
合
は
、こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
の
利
用
を
控
え
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

で
学
級
閉
鎖
中
の
場
合
、該
当

学
級
の
お
子
さ
ん
は
感
染
し

て
い
な
く
て
も
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

子
育
て
イ
ベ
ン
ト
情
報
問
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

☎
36
―
7
2
5
1

FAX‌

36
―
8
6
3
4

▲バランスを取りながら回転させます

▲�仙台市を中心に活動している
講師の齋藤めぐむ先生

▲お母さん同士の会話も弾みます

やまもとP20子育て_二[20].indd   20 2019/10/25   15:06:29

2019 No.480
広報やまもと11月号21

まちの話題
Yamamoto Topics町内で行われたイベントや学校行事、

町の出来事などを紹介します。

交通安全を願って行進

　9月21日から30日にかけて、全国一斉に実施さ
れた「秋の交通安全運動」の一環として、9月27日、
山下第一小学校の全校児童54人と、交通安全協会、
交通指導隊、交通安全母の会の皆さんによる交通安
全鼓笛パレードが行われました。
　当日は指揮者を先頭に隊列を組んで、校歌や「ミ
ッキーマウスのマーチ」などを繰り返し演奏しなが
ら、学区内の通学路を行進して、沿道に集まった地
域の方々に交通安全を呼びかけました。
　この交通安全鼓笛パレードは、山下小学校と坂元
小学校でも同様に実施されました。

交通安全鼓笛パレード

心をひとつに練習の成果を発表

　10月1日、防災拠点・山下地域交流センター「つばめの
杜ひだまりホール」を会場に「令和元年度山元町小学校
音楽会」が開催され、町内各小学校の4年生や5年生が、
合唱や合奏のほか、地域の伝統芸能などを披露しました。
　本番前、児童たちは緊張した表情を見せていまし
たが、いざ発表が始まると、いきいきとした表情で
堂々と発表していました。会場には保護者をはじめ、
地域の方々も多数来場し、児童たちが発表を終える
と、会場から大きな拍手が送られました。

令和元年度山元町小学校音楽会

みんなの力で観光名所へ

　戸花山には、将来の観光名所を目指し、桜をはじ
めさまざまな樹木が植栽されており、「戸花山桜の
会」主催により、町内外のボランティア団体や活動
に賛同する企業などが参加し、定期的に維持管理作
業が行われています。
　10月5日と6日の2日間にわたって行われた維
持管理作業には、野村證券（株）森田敏夫代表取締役
社長をはじめ「野村ホールディングス（株）」の皆さ
んが参加したほか、「亘理高等学校」の生徒も参加し、
樹木の手入れや遊歩道の整備など維持管理作業を体
験しました。
　生徒からは「この活動を継続し、戸花山の豊か

な自然を守っていきたい」と感想が述べられ、戸
花山のさらなる発展に期待を寄せました。
　戸花山は、四季折々にさまざまな植物で彩られま
す。皆さんもぜひ一度足を運んで、豊かな自然を感
じてみてください。

↘

↗

▲凛
り

々
り

しい姿で行進する山一小児童のみなさん

▲「君をのせて」を合奏する山下小4年生

▲維持管理作業を通じて絆を深めた参加者の皆さん

亘理高等学校の生徒が戸花山維持管理作業を体験
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まちの話題
Yamamoto Topics町内で行われたイベントや学校行事、

町の出来事などを紹介します。

大きなサツマイモに大きな喜び

　10月16日、つばめの杜保育所5歳児クラスの児
童27人が、つばめの杜西地区の「おひさま農園」で
サツマイモの収穫体験を行いました。
　5月にサツマイモの苗を植えてからこの日まで、
子どもたちは何度も農園を訪れて水やりや草むしり
を行い、協力しながら愛情を持って育ててきました。
　収穫日当日、児童一人一人がサツマイモの収穫に
挑戦。土の中から大きなサツマイモが姿を見せると
子どもたちから歓声が上がり、友達同士でサツマイ
モの大きさを競い合っていました。
　収穫したサツマイモは、後日、児童たちに提供さ
れる予定です。

夢中になるおいしさ！

　大粒で、黄緑色が鮮やかなシャインマスカット。
濃厚な甘さと爽やかな香りが特徴で、本町の「ふるさ
と寄付金」の返礼品でも、大人気のブドウの品種です。
　本町では、田所食品（株）（田

た

所
どころ

 大
だい

樹
じゅ

 代表取締役
社長）が、同社の農園でシャインマスカットを生産
し、販売しています。昨年から始めたブドウ狩りも
好評で、今年は8月下旬から約2カ月にわたって開
催されました。
　10月22日、富谷市からブドウ狩りに訪れた渡部
悟さん家族は、今シーズン2回目の来園。渡部さん
は「とても甘くておいしいです。子どもも大喜びで
す」と話してくれました。

　同社の作
さく

間
ま

俊
しゅん

さん（高瀬区）は「手間と愛情をかけ
た分、おいしくできました。おかげさまで、とても
評判が良いです」と話し、充実した表情を見せてい
ました。

つばめの杜保育所でサツマイモの収穫体験

きらり輝くシャインマスカット

最高の芝生で、最高のグラウンドに

　9月下旬から10月上旬にかけて、牛橋区の東日
本復興芝生生産事業（株）（大

おお

坪
つぼ

 征
せい

一
いち

 社長）が、同
地区内の農地で栽培する「復興芝生」の出荷作業を
行いました。
　この復興芝生は、ラグビーワールドカップ2019
の試合会場となった「豊田スタジアム」（愛知県豊田
市）のグラウンドなどに採用されてきました。
　同社の田原健一さんは「芝生作りで苦労したこと
もありましたが、今回のラグビーワールドカップで、
豊田スタジアムで試合をした海外の選手から“最高
のグラウンド”という評価をいただき、社員一同、

とても喜んでいます」と語ってくれました。
　今回出荷された芝生は、来年の東京オリンピック
2020のサッカー競技会場となる「宮城スタジアム」
で使用されます。

↘

↘

↗

▲サツマイモを手に笑顔の子どもたち

▲収穫作業を行う作間さん

▲出荷直前の復興芝生（牛橋区）↗

復興芝生が世界の舞台へ
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おかげさまで大盛況！

　10月14日、農水産物直売所「やまもと夢いちご
の郷」で、来場者50万人を達成しました。
　芋煮会イベントが開催されたこの日、11時30分
ごろに直売所を訪れた多賀城市の志賀勇介さんの家
族4人が50万人目となり、（株）やまもと地域振興
公社の齋藤俊夫社長から町特産のリンゴやシャイン
マスカットなどが贈呈されました。
　志賀さんは「たびたび直売所の前を通る機会があ
り、以前から来てみたいと思っていました。今日は
芋煮を目当てに訪れたら、50万人目と聞いて驚い
きました」と感想を話しました。
　齋藤社長は「おかげさまで、多くのお客さまにご
利用いただき、感謝しています。これからもます

ます愛される施設となるよう社員一同努力してい
きます」と述べました。

　10月6日、農水産物直売所「やまもと夢いちごの郷」で、第5回「山元はじまるしぇ」が開催されました。
　「山元はじまるしぇ」は、地元の方と一緒に手作りのマルシェ（市場）を通して、にぎわいや活気を自分自
身で創出するとともに、町の魅力を町内外に知ってもらい「山元町のファン」を増やすことを目的に、町内
の若手生産者などで組織する「山元はじまるしぇ実行委員会」が中心となって実施しているイベントです。
　当日は、町の新たなランドマークとして今年2月にオープンした「やまもと夢いちごの郷」を会場に、町
の食材を使った飲食店や雑貨店など、さまざまな趣向を凝らした54の出店やステージライブが行われ、
前回を上回る8,000人もの来場者を楽しませていました。
　また、毎回大好評の、アートユニット「Uwabami」による来場者を絵に登場させるライブペインティン
グや、学生ボランティアが企画した写真撮影会とオリジナルフォトフレーム作りなどの催しもあり、大人
から子どもまでたくさんの笑顔が会場にあふれていました。
　出店者からは「たくさんの方々が山元町に来てくれてうれしかった」「昨年参加できなかった分、今年は
とても楽しかった」などの声が聞かれました。

▲終日、にぎわいを見せた第5回「山元はじまるしぇ」

▲志賀さん家族と齋藤社長↗

↘

� ［撮影：栗原大輔氏］

「やまもと夢いちごの郷」が来場者50万人を達成

第5回「山元はじまるしぇ」

マルシェがつなぐ笑顔の輪

やまもとP21-23話題_六[21-23].indd   23 2019/10/29   17:56:59



2019 No.480
広報やまもと11月号 24

　

問 商工観光交流課 商工振興班　☎36-9837

　いちご、りんご、ホッキ貝の試食や地場産品の販売をはじめ、
りんご狩り体験や全国各地のご当地グルメコーナーなど、食欲
の秋にふさわしいイベントが盛りだくさんです。秋の1日を美
味しく、楽しく過ごしませんか。

■日時　11月17日（日）　9：30～ 14：30
■場所　つばめの杜中央公園

第9回山元町ふれあい産業祭を開催します

試食・体験
■3大特産品の試食
　●いちごの試食
　　①10：00 ～（先着200人）
　　②12：00 ～（先着100人）
　●りんごジュースの試飲（先着500人）10：00 ～
　●りんごの試食（先着600人）	 10：30 ～
　●焼きホッキの試食（各先着150人）
　　①10：30 ～　②12：30 ～
※�焼きホッキの試食の整理券は①10：00と

②12：00の2回配布します。

■りんご狩り体験（お土産付き）
　●申込人数　先着50人
　●参 加 料　小学生以上500円
　●参加受付　案内ブース
　●受付時間　10：00 ～ 10：45
　●出発時間　①11：00 ～�②12：30 ～

イベント
●地場産品の販売
●�屋台コーナー・山元ブランド

コーナー
●全国のご当地グルメコーナー
●ステージイベント

●�台風15号千葉県災害および台風19号による角田市や丸
森町へのチャリティ募金

　（枚数限定！その場で当たる＆抽選会で当たるＷ抽選券）
●割り増し商品券の販売（山元町商業協同組合）　10：00 ～
●ご当地キャラクター出演（ホッキーくん、むすび丸など）

※�都合により内容が変更になる場合がありますので、ご了承ください。

臨時駐車場
①第1駐車場　会場西側駐車場
②第2駐車場　山下駅前駐車場
　　　　　　　（当日無料開放）
③第3駐車場　山元町役場
　　　　　　　（シャトルバス有）
④第4駐車場　山下中学校校庭
　　　　　　　（シャトルバス有）
※�シャトルバスは約15分間隔で

運行します。
※�会場周辺の住宅街への路上駐車

はご遠慮ください。

▲3大特産品が勢ぞろい

⼭元IC 

消防署 

山下小

会場 ⼭下駅

山下中 

役場 

⾄ 新地 

⾄ 亘理 

⾄ 角⽥ 

６ 

仙台⽅⾯ 

相⾺⽅⾯ 

常
磐
自
動
車
道 

Ｊ
Ｒ
常
磐
線 

⾄ 相⾺ 

⾄ 仙台 

町
道
い
ち
ご
街
道
線
（
旧
農
免
農
道
）

⾄ 亘理 

ひだまり
ホール１

２

４ 

３

④⼭下中学校校庭
野球場 [300台]
（シャトルバス有）

③⼭元町役場 [180台]
(シャトルバス有） つばめの杜中央公園 

(山元町つばめの杜1丁目１-１)

①会場⻄側敷地 [160台]
注意 ⾬天時は使⽤できな
い場合があります。

②⼭下駅前駐⾞場
[220台]
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　冬の風物詩「コダナリエ」が、今年も小平農村公園にお
いて開催されます。
　コダナリエは、東日本大震災で受けた全国からの支援
に対し、感謝の気持ちを表すことや地域が元気を取り戻
すことを目的に、小平地区の有志を中心とする「コダナ
リエ実行委員会」が主催しています。
　準備段階から誰でも参加できるイルミネーションイベ
ントとして、被災地である本町が頑張る姿やおもてなし
の気持ちを全国に発信しています。
　25万球のイルミネーションが織りなす、手作りにこ
だわった飾り付けは、地域の方々やボランティアの方々
と半年以上前から検討を重ねて製作しており、毎年違っ
たイルミネーションが楽しめます。ご家族やご友人など、
お誘い合わせの上、ぜひご来場ください。

「2019　コダナリエ」開催のお知らせ

問 コダナリエ実行委員会　☎070-2020-5701（清橋）

　ＮＰО法人みちのくトレイルクラブ主催によるフォーラムとウォーキングイベントが開催されま
す。「みちのく潮風トレイル」を知り、考える機会として、ぜひご参加ください。

「みちのく潮風トレイルを知る・歩く・守る in 亘理町」

フォーラム
●日時　12月8日（日）10：00 ～ 12：00（受付開始9：30）
●会場　亘理町中央公民館　2階　視聴覚室　●定員　100人　●参加費　無料
●内容　�みちのく潮風トレイルの説明、日本国内でロングトレイル文化の普及に

努めるプロハイカー齋藤正史氏の講演、意見交換会

ウォーキング
●日時　12月8日（日）13：00 ～ 14：00（受付開始12：45）
●会場　亘理町中央公民館　1階　玄関　●定員　40人　●参加費　無料
●行程　亘理町中央公民館⇒愛宕沢入口⇒亘理町中央公民館（約3キロメートル）
●持ち物　帽子、雨具、タオル、飲み物　など

「みちのくトレイルを知る・歩く・守る in 山元町」

ウォーキング

●日時　12月15日（日）9：00 ～ 11：30（受付開始8：45）
●集合場所　深山山麓少年の森　●定員　25人　●参加費　500円
●行程　明通峠⇒深山山頂⇒深山山麓少年の森（約5キロメートル）
　　　　※明通峠まではバスで向かいます。
●持ち物　帽子、雨具、タオル、飲み物　など
※�台風19号などの影響により、ルート上の安全が確保できない場合は、開催を

中止することがあります。

　各イベントに参加を希望する方は、希望するイベント名、住所、氏名、年齢、電話番号を下記問い合
わせ先に電話またはメールでお申し込みください。

｢みちのく潮風トレイル」
フォーラムおよびウォーキングイベント開催のお知らせ

問 ＮＰО法人みちのくトレイルクラブ　☎022-398-6181　メールアドレス　info@m-tc.org

期間　12月8日（日）～
　　　令和2年1月11日（土）
　　　17：00 ～ 21：00
場所　小平農村公園

▲25万球もの光が包む小平農村公園
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　9月の集団健診を受診できなかった方を対象に、下記のとおり健診を行います。
　　　■ 日時　11月24日（日）　　　■ 受付時間　7：30～ 10：30
　　　■ 会場　防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」

検診名 検査項目 対象者 個人負担金

特定健診 診察・体重・身長、腹囲測定、
尿検査、血圧測定、脂質検査、
血糖検査、肝機能検査、腎機能
検査、心電図、眼底、貧血検査

40 ～ 74歳の山元町国民健康
保険加入者 1,500円

若人健診 16～39歳で申し込みをされた方 1,500円

結核検診 胸部レントゲン検査 65歳以上の方 無料

肺がん検診
胸部レントゲン検査 40～ 64歳の方 500円

喀痰検査 50歳以上の喫煙者 1,300円

胃がん検診 胃部レントゲン撮影（バリウム）35歳以上の方 2,200円

※�年度途中で国民健康保険に加入された方は、保健福祉課健康推進班（☎37-1113）まで
ご連絡ください。
※�追加健診を受診できない方は、12月27日（金）までの期間、亘理郡内の指定医療機関で
健診を受けることができます。詳しくは、広報やまもと9月号21ページ「特定健診を受
けましょう～個別健診のお知らせ～」をご覧ください。

　宮城県では、県民一人一人が主体的に実践する「食育」の取り組みを推進するため、毎年
11月を『みやぎ食育推進月間』と定めています。
　この機会に家族で“食”について話し合い、家族みんなで食生活を見直してみましょう。
　本町でも「山元町食育推進計画」に基づき、“食の力 ” を育み、生涯にわたって健康でい
きいきとした生活を送ることができるように、各ライフステージに応じた取り組みを行っ
ていきます。
■�本町で朝ごはんを毎日食べている人の割合【平成30年度山元町食育アンケート調査結果より】

年齢・年代など 現状値（％）
【H30年度】

目標値（％）
【R4年度】

3歳児 95.0 96.0
小学6年生 85.1 90.0

20 ～ 30代男性 58.3 77.0
20 ～ 30代女性 77.7 91.0

■朝ごはんを食べる習慣を身に付けましょう！
　朝ごはんは、脳のエネルギー源になります。また、朝ごはんを食べることで体温が上昇し、
血の巡りが良くなり、食べた物が消化されることで、腸が刺激されて排便を促します。
　朝ごはんを食べる習慣を身に付け、健康で元気な生活を送りましょう。

追加健診のお知らせ

家族みんなでチャレンジ！
食生活を見直しましょう！

～ 11月は『みやぎ食育推進月間』です ～

20 ～ 30代男性の約4割
が、朝ごはんを食べていま
せん！

保健福祉課 健康推進班 ☎37-1113

やまもとP26-27元気_三[26-27].indd   26 2019/10/29   13:42:29

2019 No.480
広報やまもと11月号27

検診を受けている間、子育てサポーターがお子さんをお預かりします。
時間　8：30～ 12：00
担当　家庭教育支援チーム「つばめ」の子育てサポーター
　　　※申し込み不要、無料

託児サービス
を行います！

各種がん検診のお知らせ
　前立腺がん検診と子宮頸がん検診を下記の日程で行います。すでに検診の申し込みを終えている
方には受診票をお送りしますので、ご確認ください。また、お申し込みしていない方で、検診を希
望する方は、保健福祉課健康推進班（☎37-1113）までご連絡ください。
　
■ 前立腺がん検診
　前立腺がんの代表的な症状には排尿障害がありますが、初期の段階ではほとんど自覚できません。
そのため、症状が現れたころにはすでに症状が進行していることがあります。検診を受診すること
で、早期に発見をすることができるだけではなく、適切な治療も可能になります。
　　○対　　象　　者　50～ 79歳の男性
　　○受付・検診会場　防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」
　　○個 人 負 担 金　900円（当日ご持参ください）　　○検査内容　血液検査（PSA検査）

■ 子宮頸
け い

がん検診
　全ての女性が子宮頸がんにかかる可能性があります。がん検診で早期発見することができれば、
子宮温存治療も可能となります。
　　○対　　象　　者　20歳以上の女性
　　○受付・検診会場　防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」
　　○個 人 負 担 金　頸部3,100円、体部3,100円（当日ご持参ください）
　　※�『無料クーポン券』が届いている方は、忘れずにご持参ください。

検診月日 受付時間 対象地区

12月
12日
（木）

  9：00～   9：30 中山・下郷

  9：30～ 10：00 真庭・久保間・上平・磯・中浜・笠野
10：00～ 10：30 牛橋
10：30～ 11：00 花釜
12：45～ 13：15 町

13：15～ 13：45 つばめの杜西・つばめの杜東

検診月日 受付時間 対象地区

12月
11日
（水）

  9：00～   9：30 山下
  9：30～ 10：00 八手庭・横山・鷲足

10：00～ 10：30 山寺・合戦原（療養所・桜塚を含む）
10：30～ 11：00 高瀬
12：45～ 13：15 大平・小平
13：15～ 13：45 浅生原

検診月日 受付時間 対象地区

12月
11日
（水）

  8：30～   9：30 山下

  9：30～ 10：00 八手庭・合戦原（療養所・桜塚を含む）

12：30～ 13：00 真庭・久保間

12月
13日
（金）

  8：30～   9：00 山寺
  9：00～   9：30 浅生原
  9：30～ 10：00 高瀬
12：30～ 13：00 小平・鷲足

検診月日 受付時間 対象地区

12月
10日
（火）

  8：30～   9：00 花釜
  9：00～   9：30 つばめの杜西
  9：30～ 10：00 つばめの杜東

12：30～ 13：00 上平・磯・中浜・笠野・牛橋

12月
12日
（木）

  8：30～   9：00 下郷
  9：00～   9：30 大平
  9：30～ 10：00 横山・中山
12：30～ 13：00 町

保健福祉課 健康推進班 ☎37-1113
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間
で
作
業
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

作
業
時
間
帯
に
路
上
駐
車
が
あ

る
と
作
業
に
支
障
を
き
た
す
だ

け
で
は
な
く
、
歩
行
者
や
緊
急

車
両
な
ど
の
通
行
を
妨
げ
、
事

故
の
原
因
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
路
上
駐
車
は
し
な
い
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
脇
の
樹
木
な
ど

が
雪
の
重
み
で
道
路
に
覆
い
か

ぶ
さ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
業

を
妨
げ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

樹
木
の
所
有
者
は
、
事
前
に
伐

採
す
る
な
ど
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
除
雪
後
、
道
路
脇
や

個
人
宅
の
乗
入
口
に
雪
が
残
っ

た
場
合
は
、
お
手
数
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
各
家
庭
で
除
雪
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
建
設
課 

施
設
管
理
班

☎
37
―
5
1
1
1

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

よ
り
ど
こ
ろ
サ
ロ
ン

　
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」よ
り
ど
こ

ろ
サ
ロ
ン
は
、
認
知
症
の
方
と

そ
の
家
族
、
地
域
の
方
が
気
軽

に
集
い
、
交
流
で
き
る
場
所
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
25
日
㈪

　　
　
10
時
～
12
時

場
所
　
防
災
拠
点
・
山
下
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
「
つ
ば
め
の

杜
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル
」

　
2
階　
会
議
室
3

内
容
　
認
知
症
ミ
ニ
講
話
、
ミ

ニ
体
操
、脳
ト
レ
、茶
話
会
、

個
別
相
談
な
ど

※
参
加
料
無
料
、申
込
不
要

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
ー

3
9
0
1

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る
樹
木
な
ど
の

�

伐
採
を
お
願
い
し
ま
す

　
沿
道
の
樹
木
や
竹
な
ど
が
道
路
に
張
り
出
し
、
通
行
中
の
車

両
な
ど
に
接
触
し
て
損
傷
す
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の

所
有
者
が
被
害
者
か
ら
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
歩
行
者
や
自
動
車
の
通
行
時
お
よ
び
強
風
や
大
雨
・
大
雪
な

ど
災
害
時
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
所
有
者
は
現
状
を
確
認

し
、必
要
に
応
じ
て
樹
木
な
ど
の
伐
採
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
支
障
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所

有
者
に
連
絡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
建
設
課 

施
設
管
理
班　
☎
37
―
5
1
1
1

※�電線や電話線がある箇所の作業は、危険を伴う場合があ
ります。また、交通規制を必要とする場合もありますの
で、左記までお問い合わせください。

町からの情報は2～17ページにも記載して
いますので、併せてご覧ください。

11せ
ら
し
お

▲路上駐車は危険です

私有地 歩道 車道 私有地

4.5ｍ

2.5ｍ

伐採する範囲
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
会
員
を
幅
広
く
募
る
た
め
、

毎
月
第
2
・
第
3
火
曜
日
に
入

会
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

日
時
　
11
月
12
日
㈫
、19
日
㈫

　　
　
10
時
～

場
所
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
議
室

※�

説
明
会
は
、
1
時
間
程
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
説
明
会

に
参
加
で
き
な
い
方
は
、
ご

希
望
に
応
じ
て
入
会
説
明
を

行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
会
条
件

・�

本
町
に
居
住
す
る
原
則
60
歳

以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
が

あ
る
方

・�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

趣
旨
を
理
解
し
賛
同
す
る
方

問�（
一
社
）山
元
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

山
元
町
浅
生
原
字
日
向
13
―
1

☎
36
―
9
2
1
1

仙
台
南
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　

事
業
者
の
方
を
対
象
と
し

て
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
多
く
の
事
業
者
の
方
に
関
係

の
あ
る
制
度
で
す
。
ぜ
ひ
説
明

会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
・
定
員

○
11
月
14
日
㈭

　
11
時
～
12
時

　
亘
理
町
中
央
公
民
館

　
（
亘
理
町
字
旧
舘
61
―
22
）

　
1
0
0
人

○
11
月
19
日
㈫

　
11
時
～
12
時

　
岩
沼
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

　
（
岩
沼
市
里
の
杜
1
―
2
―
45
）

　
1
5
0
人

○
11
月
20
日
㈬

　
11
時
～
12
時

　
名
取
市
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

　
（�

名
取
市
増
田
字
柳
田

5
2
0
）

　
4
0
0
人

○
12
月
13
日
㈮

　
10
時
30
分
～
12
時
、

　
14
時
～
15
時
30
分

　
仙
台
南
税
務
署
1
階
会
議
室

　
（�

仙
台
市
太
白
区
柳
生
2
―
28

―
2
）

　
各
50
人

令
和
元
年
分
年
末
調
整
説
明
会

　
給
与
の
支
払
者
の
方
を
対
象

と
し
て
、
年
末
調
整
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
14
日
㈭

　　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所
　
亘
理
町
中
央
公
民
館

　（
亘
理
町
字
旧
舘
61
―
22
）

対
象
者
　
山
元
町
・
亘
理
町
内

の
給
与
支
払
者

定
員
　
1
0
0
人

※�

各
会
場
と
も
開
始
時
刻
の
30

分
前
か
ら
受
け
付
け
し
ま

す
。

※�

各
会
場
の
都
合
上
、
座
席
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

問
仙
台
南
税
務
署

　
法
人
課
税
第
一
部
門

☎
0
2
2
―
3
0
6
―
8
0
0
1

個
人
事
業
税
の
納
付
の

お
知
ら
せ

　

個
人
事
業
税（
第
2
期
分
）

の
納
期
限
は
、
12
月
2
日
㈪
で

す
。
8
月
に
郵
送
さ
れ
た
納
付

書
で
、
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
金
融
機
関
や
県
税
事
務
所
の

窓
口
、
料
金
払
込
サ
ー
ビ
ス

「
ペ
イ
ジ
ー
」に
よ
る
納
付
の
ほ

か
、
税
額
が
30
万
円
以
下
の
場

合
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
か
ら
も
納
付
が
で
き
ま
す
。

　

納
付
書
を
紛
失
し
た
場
合

は
、
県
税
事
務
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
宮
城
県
仙
台
南
県
税
事
務
所

課
税
に
関
す
る
こ
と

課
税
第
二
班

☎
0
2
2
―
2
4
8
―
2
9
6
2

納
税
相
談
に
関
す
る
こ
と

納
税
第
一
班

☎
0
2
2
―
2
4
8
―
2
9
6
3

納
付
方
法
に
関
す
る
こ
と

納
税
第
二
班

☎
0
2
2
―
2
4
8
―
2
9
8
6

「
福
祉
の
し
ご
と
面
談

会
」を
開
催
し
ま
す

　
福
祉
関
連
の
事
業
所
約
30
社

が
参
加
し
、
看
護
や
介
護
、
保

育
な
ど
、
福
祉
の
仕
事
に
就
職

を
希
望
す
る
方
や
関
心
が
あ
る

方
を
対
象
に「
福
祉
の
し
ご
と

面
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　
採
用
担
当
者
と
直
接
話
が
で

き
る
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時

①
11
月
27
日
㈬

　
13
時
30
分
～
16
時

②
11
月
28
日
㈭

　
10
時
～
12
時
30
分
、

　
13
時
30
分
～
16
時

場
所
　
仙
台
市
中
小
企
業
活
性

化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

（
ア
エ
ル
5
階
）

※�

参
加
申
し
込
み
、
参
加
費
と

も
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録

し
て
い
る
方
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
カ
ー
ド
ま
た
は
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
仙
台

☎
0
2
2
―
2
9
9
―
8
8
2
0

　
宮
城
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
2
―
2
6
2
―
9
7
7
7

軽減税率
制度
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坂
元
駅
前
月
極
め
駐
車
場

追
加
募
集

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
、
坂

元
駅
前
月
極
め
駐
車
場
の
追
加

募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
台
数
　
5
台

※
二
輪
車
は
除
く
。

駐
車
料
金

・
町
内
在
住
者
月
3
0
0
0
円

・
町
外
在
住
者
月
4
0
0
0
円

申
込
方
法

　
左
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
た

は
坂
元
支
所
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
書
類
を
添
え
て
、
建
設
課

施
設
管
理
班
ま
た
は
坂
元
支
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

提
出
書
類

・�

駐
車
を
予
定
し
て
い
る
自
動

車
の
車
検
証
の
写
し

・�

使
用
者
の
身
分
証
明
書（
写

真
付
き
）の
写
し（
運
転
免

許
証
な
ど
）

申
込
期
限
　
11
月
18
日
㈪

抽
選
予
定
日
　
11
月
20
日
㈬

問
建
設
課 

施
設
管
理
班

☎
37
―
5
1
1
1

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
、
町

営
住
宅
へ
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
戸
数

　
つ
ば
め
の
杜　
2
戸

受
付
期
間
・
資
料
配
布
期
間

　
12
月
1
日
㈰
～
12
月
12
日
㈭

※�

町
税
お
よ
び
各
種
公
共
料
金

な
ど
に
未
納
が
な
い
こ
と
な

ど
、入
居
資
格
が
あ
り
ま
す
。

※�
家
賃
は
、
入
居
者
の
所
得
金

額
に
応
じ
て
変
わ
り
ま
す
。

詳
細
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま

す
。

問
宮
城
県
住
宅
供
給
公
社

　
入
居
管
理
課

☎
0
2
2
―
2
2
4
―
0
0
1
4

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城

公
共
職
業
訓
練

令
和
2
年
1
月
入
所

受
講
生
募
集

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城
で

は
、
早
期
再
就
職
に
向
け
た
職

業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
訓
練
受
講
に
つ
い
て
の
相
談

や
施
設
見
学
は
、
随
時
、
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。

募
集
訓
練
科
名（
定
員
）

○
多
賀
城
実
習
場

①�

電
気
・
通
信
施
工
技
術
科

（
15
人
）

②�

ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科（
18

人
）

③�

生
産
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技

術
科（
企
業
実
習
付
き
コ
ー

ス
）（
7
人
）

④�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科（
18
人
）

訓
練
期
間
　
6
カ
月

　
令
和
2
年
1
月
15
日
㈬

�

～
令
和
2
年
7
月
13
日
㈪

受
講
料
　
無
料

※�

テ
キ
ス
ト
代
や
作
業
服
な
ど

は
自
己
負
担
で
す
。

募
集
期
間

　
11
月
7
日
㈭
～
12
月
18
日
㈬

申
し
込
み

　
居
住
地
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク（
公
共
職
業
安
定
所
）

を
通
じ
て
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

入
所
選
考
日
　
12
月
26
日
㈭

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城

　
訓
練
課

名
取
実
習
場

☎
0
2
2
―
7
8
4
―
2
8
2
0

多
賀
城
実
習
場

☎
0
2
2
―
3
6
2
―
2
4
5
4

盲
ろ
う
者
向
け
生
活
訓
練

「
遠
隔
で
繋
が
る
！
ウ
エ

ア
ラ
ブ
ル
ツ
ー
ル
」

受
講
者
募
集

　
視
覚
と
聴
覚
の
両
方
に
障
害

が
あ
る
方
を
対
象
に
、
暮
ら
し

に
必
要
な
訓
練
や
よ
り
豊
か
に

暮
ら
す
た
め
の
情
報
を
お
伝
え

す
る
講
座
で
す
。

日
時
　
11
月
30
日
㈯

　　
　
13
時
～
15
時

場
所
　
宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
「
み
み
サ
ポ
み

や
ぎ
」

内
容
　
盲
ろ
う
者
用
の
さ
ま
ざ

ま
な
ツ
ー
ル
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
　
左
記
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
、
氏
名
、
連
絡
先
の

ほ
か
、
触
手
話
や
音
声
な
ど

の
希
望
す
る
情
報
保
障
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　
11
月
15
日
㈮

問�

宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ

ン
タ
ー

☎・FAX‌

0
2
2
―
3
9
3
―
5
5
0
1

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

in
fo
@
m
im
isu

p
p
o
-

m
iyagi.org

「
ピ
カ
ピ
カ
」な

�

ま
ち
づ
く
り
⑤

～
み
ん
な
の
力
で

�

き
れ
い
な
ま
ち
に
～

　

10
月
6
日
に
実
施
し
た「
町

内
一
斉
清
掃
」で
は
、
早
朝
か

ら
大
勢
の
方
々
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
一
斉
清
掃
で
回
収
さ

れ
た
不
法
投
棄
ゴ
ミ
の
量
は
、

約
3
・
2
ｔ
！

　
人
の
力
っ
て
す
ご
い
で
す
ね
。

　
一
緒
に
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
く
れ

た
小
学
生
は「
こ
ん
な
に
た
く

さ
ん
の
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い

る
と
思
わ
な
か
っ
た
。
ゴ
ミ
を

捨
て
る
人
は
、
ど
ん
な
気
持
ち

で
捨
て
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」と

驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
ポ
イ
捨
て
や
不

法
投
棄
を『
し
な
い
・
さ
せ
な

い
・
許
さ
な
い
』を
合
言
葉
に
、

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
町
民
生
活
課 

生
活
班

☎
37
―
1
1
1
2

集
募

▲�協力して道路脇のゴミ
を拾う子どもたち
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事
業
承
継
で
お
悩
み
の

方
々
へ

　

事
業
承
継
は
、
事
業
所
の
存

続
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
問

題
で
す
。
亘
理
山
元
商
工
会
で

は
、
国
・
県
の
承
継
支
援
事
業

を
実
施
し
て
い
る
宮
城
県
事
業

承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
と

連
携
し
、
個
別
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
お
悩
み
を
お
持

ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

「
何
か
ら
手
を
つ
け
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
」

「
ど
う
や
っ
て
後
継
者
を
見
つ

け
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」

「
後
継
者
候
補
は
い
る
け
ど
、

ど
う
や
っ
て
決
め
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
い
」

「
う
ま
く
事
業
を
引
き
継
げ
る

か
不
安
」

「
計
画
的
に
事
業
の
引
き
継
ぎ

を
し
た
い
」

問
亘
理
山
元
商
工
会

　
山
元
事
務
所

☎
37
―
0
5
4
3

宮
城
県
多
重
債
務

無
料
相
談
会

　

宮
城
県
で
は
、
多
重
債
務
な

ど
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
併
せ

て
、
借
金
な
ど
が
原
因
で
心
の

健
康
に
不
安
が
あ
る
方
を
対
象

に「
心
の
健
康
相
談
」も
実
施

し
ま
す
。

　
弁
護
士
、司
法
書
士
の
ほ
か
、

消
費
生
活
相
談
員
と
保
健
師
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
　
12
月
7
日
㈯
・
8
日
㈰

　　
　
9
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所
　
宮
城
県
庁

申
し
込
み
　
事
前
予
約
制
で

す
。
申
込
期
限
内
に
、
左
記

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
直
接
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

・
個
人　
　
11
月
22
日
㈮

・
事
業
者　
11
月
15
日
㈮

問�（
個
人
）宮
城
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

受
付
時
間　
9
時
～
17
時

☎
0
2
2
―
2
6
1
―
5
1
6

（
事
業
者
）東
北
財
務
局
金
融

監
督
第
三
課

受
付
時
間　
9
時
～
12
時
、

　
　
　
　
　
13
時
～
17
時

☎
0
2
2
―
2
6
6
―
5
7
0
3

女
性
医
師
に
よ
る

女
性
た
め
の
健
康
相
談

　

女
性
医
師
が
、
女
性
の
健
康

に
関
す
る
悩
み
、
思
春
期
や
更

年
期
に
伴
う
身
体
的
・
精
神
的

不
調
、
家
庭
や
職
場
で
の
ス
ト

レ
ス
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。（
完
全
予
約
制・相
談
無
料
）

日
時
　
12
月
14
日
㈯

　　
　
14
時
～
16
時

場
所
　
大
河
原
町
駅
前
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

申
込
先
　
宮
城
県
女
医
会
女
性

の
健
康
相
談
室（
平
日
9
時

～
17
時
）

☎
0
9
0
―
5
8
4
0
―
1
9
9
3

問
宮
城
県
健
康
推
進
課

☎
0
2
2
―
2
1
1
―
2
6
2
4

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間

　
仙
台
法
務
局
お
よ
び
宮
城
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

11
月
18
日
㈪
か
ら
24
日
㈰
ま
で

の
全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
中
、時
間

を
延
長
し
て
、
配
偶
者
や
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場
な

ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー
行

為
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

強
化
週
間
中
の
相
談
時
間

　
11
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮

　
8
時
30
分
～
19
時

　

�

11
月
23
日（
土
・
祝
）・
24
日

㈰　
10
時
～
17
時

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
電
話
番
号

☎
0
5
7
0
―
0
7
0
―
8
1
0

問
仙
台
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
0
2
2
―
2
2
5
―
5
7
4
3

第
70
回
人
権
週
間

「
特
設
人
権
相
談
所
」

　

国
際
連
合
は
、
世
界
人
権
宣

言
が
採
択
さ
れ
た
日
で
あ
る
12

月
10
日
を「
人
権
デ
ー
」と
定

め
、
各
種
行
事
な
ど
の
実
施
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
毎
年
12
月
4

日
か
ら
10
日
ま
で
を「
人
権
週

間
」と
定
め
、
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
す
る
な
ど
、
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

第
70
回
人
権
週
間

�

「
特
設
人
権
相
談
所
」

　

町
で
は
、
人
権
週
間
に
併
せ

て
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
4
日
㈬

　　
　
10
時
～
15
時

場
所
　
防
災
拠
点
・
山
下
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
「
つ
ば
め
の

杜
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル
」

　
2
階　
会
議
室
1

問
町
民
生
活
課 
生
活
班

☎
37
―
1
1
1
2

　
仙
台
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
0
2
2
―
2
2
5
―
5
7
4
3

身
体
障
害
者
相
談
員
と

知
的
障
害
者
相
談
員
の

紹
介

　
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
や
知

的
障
害
が
あ
る
方
の
相
談
に
応

じ
る
相
談
員
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
主
に
電
話
や
訪
問
に
よ
り

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
お
困
り
の
方
や
悩
ん
で
い
る

方
は
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
敬
称
略
）

身
体
障
害
者
相
談
員

鈴す
ず

木き　
敬け

い

一い
ち

☎
0
9
0
―
9
0
3
8
―
5
1
8
7

齋さ
い

藤と
う　
義よ

し

春は
る

☎
0
9
0
―
5
8
4
9
―
2
2
4
0

知
的
障
害
者
相
談
員

太お
お

田た　
啓け

い

子こ

☎
0
8
0
―
1
8
4
0
―
1
2
6
6

問
保
健
福
祉
課 

福
祉
班

☎
37
―
1
1
1
3

談
相
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連載

古
物
営
業
法
改
正
に
関
す

る
お
知
ら
せ

　

古
物
営
業
法
の
改
正
に
伴

い
、
古
物
商
の
営
業
許
可
を
受

け
て
い
る
方
は
、
営
業
所
の
う

ち
1
つ
を
選
定
し
、
そ
の
営
業

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
警
察

署
に「
主
た
る
営
業
所
等
の
届

け
出
」を
提
出
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
届
け
出
を
提

出
し
な
い
場
合
、公
布
の
日（
平

成
30
年
4
月
25
日
）か
ら
2
年

以
内
の
政
令
で
定
め
る
日
以
後

に
許
可
を
失
効
し
ま
す
。

　
営
業
所
が
1
つ
で
も
届
出
が

必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
宮
城
県
警
察
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
亘
理
警
察
署
生
活
安
全

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。（
平
日
8
時
30
分
～
17
時
）

問
亘
理
警
察
署

☎
34
―
2
1
1
1

　
山
下
駐
在
所

☎
37
―
0
0
2
4

　
坂
元
駐
在
所

☎
38
―
0
3
2
9

11月9日（土）～ 11月15日（金）　秋季全国火災予防運動を実施
　秋季全国火災予防運動は、これから火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災の発生防止と高齢
者を中心とする死者の発生の減少、そして、財産の損失を防ぐことを目的に全国各地で実施されます。
　町民の皆さんも「いのちを守る7つのポイント」を参考に、日ごろから火災予防に努めましょう。

いのちを守る7つのポイント
＜3つの習慣＞
●寝たばこは、絶対やめる
●ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
●ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
＜4つの対策＞
●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する
●寝具や衣類、カーテンは、防炎品を使用する
●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する
●お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる

問 あぶくま消防本部予防課　☎22-5191

令和元年度
山元町民卓球大会参加者募集
日時　12月15日（日）9：00～
場所　体育文化センター
競技種目・参加費
①団体戦　1チーム1,000円
　硬式卓球の3マッチ制（シングルス・ダ
ブルス・シングルス）です。
②シングルス　1人300円
　硬式卓球とラージボールの2種目です。
参加資格
　町内在住者または在勤者
参加申込
　下記大会事務局まで直接お申し込みくだ
さい。【11月22日（金）締切】

問 山元町民卓球大会事務局（作間）
 ☎080-1806-1248

問 役場消費生活相談窓口（町民生活課 生活班内）
☎37-1112

　「町から委託された」「消防署から委託された」などと偽
り、不当な価格で消火器の販売や点検を行う訪問業者にご
注意ください。町や消防署が各家庭に対して、消火器の販
売や点検を業者に委託することは絶対にありません。
■怪しいな？と思ったら
・身分証明書などの提示を求める
・断るときは、その場ではっきり断る
・いかなる書面にもサインや押印をしない
・脅迫的な行動があったときは警察に通報する
■不当な内容で契約してしまったら
　契約書を受け取った日から8日以内にクーリング・オフ
をすることで、契約を解除することができます。クーリン
グ・オフの手続きが分からない場合は、下記までご相談く
ださい。

令和元年度
全国統一防火標語
ひとつずつ�
いいね！で確認

� 火の用心

第147回　消火器の悪質な訪問販売・点検にご注意を！
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○放射性セシウムの簡易測定結果
� （単位 : ベクレル /キログラム）

食品名 産地 測定値 測定日
さつまいも つばめの杜 検出せず 10月16日
※�測定値とは、セシウム134とセシウム137の合
計値となり、検出下限値未満の場合は「検出せず」
と表示されます。（検出下限値は食品の種類や量
によって変動します）
※�検出下限値とは、当該測定で検出出来る最少の値
です。
※�本検査は簡易測定機器を使用した自家消費用のた
めのもので、販売等を目的とした検査はできません。

○放射性セシウムの基準値
� （単位 : ベクレル /キログラム）

食品群 飲料水 牛　乳 乳児用食品 一般食品
基準値 10 50 50 100
※�基準値とは、セシウム134とセシウム137の合
計値です。

問 町民生活課 生活班　☎37-1112

食品など放射能測定結果
　町民が自家用として栽培、採取、飼育、捕
獲した農畜水産物などで、持ち込みにより簡
易測定を依頼された食品に係る測定結果の一
部をお知らせします。

社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書が発行されます

～年末調整・確定申告まで大切に保管しましょう～
　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告に
おいて、社会保険料控除の対象になります。控除の
対象となるのは、平成31年1月から令和元年12月
までに納めた保険料の全額で、過年度分や追納した
保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者やお
子さんなどのご家族が負担すべき国民年金保険料を
支払っている場合は、その保険料も合わせて控除が
受けられます。
　平成31年と令和元年に納付した国民年金保険料
について、社会保険料控除を受けるためには、年末
調整や確定申告を行う際に、領収証書など保険料を
支払ったことを証明する書類の添付が必要です。
　平成31年1月1日から令和元年9月30日までの
期間に国民年金保険料を納付された方には、11月
上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保
険料）控除証明書」が届きますので、年末調整や確定
申告の際には、必ずこの証明書または領収証書を添
付してください。
　また、令和元年10月1日から12月31日までの
間に、今年初めて国民年金保険料を納めた方には、
令和2年2月上旬に送付される予定です。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」につ
いてのご照会は、控除証明書のはがきに表示されて
いる電話番号にお問い合わせください。
■問 仙台南年金事務所　☎022-246-5114
　 町民生活課 窓口班　☎37-1112
　 坂 元 支 所　☎38-0301

　今月は、国民健康保険税（第5期）の納期限
です。忘れずに、12月2日（月）まで納付し
ましょう。
　納税は、安全・確実な口座振替が便利です。
今年度から、これまでの各金融機関やコンビ
ニエンスストアなどに加え、スマートフォン
アプリで納付ができます。

■問 税務課 納税班　☎37-1114

「
お
と
な
救
急
電
話
相
談
」

　
「
お
と
な
救
急
電
話
相
談
」

は
、
夜
間
や
休
日
の
急
な
病
気

や
け
が
で
、
救
急
車
を
呼
ん
だ

方
が
良
い
の
か
迷
う
と
き
や
、

応
急
処
置
の
方
法
を
知
り
た
い

と
き
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。

相
談
ダ
イ
ヤ
ル

・
プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話

＃
7
1
1
9

・
プ
ッ
シ
ュ
回
線
以
外
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

☎
0
2
2
―
7
0
6
―
7
1
1
9

相
談
時
間

・
平
日　
　
19
時
～
翌
日
8
時

・
土
曜
日　
14
時
～
翌
日
8
時

・
日
曜
日
・
祝
日　
24
時
間

こ
ど
も
の
救
急
相
談

　

お
子
さ
ん
の
相
談
は
、「
こ

ど
も
夜
間
安
心
コ
ー
ル
」（
＃

8
0
0
0
）を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
毎
日
、
19
時
か
ら
翌
日
8

時
ま
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
日
の
夜
間
に
つ
い

て
は
、
総
合
南
東
北
病
院（
岩

沼
市
）で「
平
日
夜
間
初
期
救

急
外
来
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
本
紙
35
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
宮
城
県
医
療
政
策
課

☎
0
2
2
―
2
1
1
―
2
6
2
2
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相談 健診等

12 月11 月

11月18日から12月13日まで

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

◆健 康 相 談 11月18日（月）・12月2日（月） 13:30 ～ 16:00
生活習慣病を中心に、健康づくりに関すること
について保健師・栄養士が相談に応じます。

◆ヘルスチェックデー 11月18日（月）・12月2日（月） 13:30 ～ 16:00
血圧、体重、体脂肪率を継続的に測定するこ
とで健康状態や身体の変化を知ることがで
きます。お気軽にご相談ください。
※活動量計をお持ちの方は、ID とパスワードをご持参ください。

◆育児相談・ママ相談 12月2日（月） 9:30 ～ 11:30
子育ての気になる不安や悩み、離乳食など
について、保健師・栄養士が相談に応じます。

◆こころの健康相談 12月6日（金） 10:00 ～ 11:30 要予約
無気力や不眠など心身の不調、認知症、ひき
こもり、アルコール関連相談などについて、
精神科医が相談を行います。詳しくは電話
でお問い合わせください。

場所 保健センター　■問 保健福祉課 健康推進班　☎37-1113

◆生活保護の相談� 11月20日（水）、12月4日（水）
病気などで生活に困っている方に対し、生活保
護法に基づき生活を保障し、自分の力またはほ
かの方法で生活ができるようになるための相談

場所 役場庁舎1階 第3相談室　時間 10：00 ～ 15：00　■問 保健福祉課 福祉班　☎37-1113

◆生活困窮者の自立に向けた相談� 12月11日（水）
仕事や生活上の悩みを抱えた方に対し、就
労や生活再建に向けた相談

※相談を希望する方は、前日までに下記に予約してください。

場所 防災拠点・坂元地域交流センター「ふるさとおもだか館」会議室3
時間 13：00 ～ 15：00� ■問 町民生活課 生活班　☎37-1112

◆人 権 相 談 11月21日（木）
人権侵害、夫婦、親子間のトラブルやいじめ
などの相談

◆青少年相談 11月28日（木）
非行防止など、青少年の健全育成に関する相談

◆消費生活相談 12月11日（水）
商品の安全、品質または訪問販売・債務など
に関する相談

◆行政苦情相談 12月13日（金）
国や県、町などが行っている仕事について
の要望や苦情相談

◆法 律 相 談 11月26日（火）
法律に関する相談

◆登 記 相 談 12月10日（火）
土地や建物の名義書き換えなど、登記に関
する相談

◆年 金 相 談 12月12日（木）
国民年金、厚生年金など、年金に関する相談
や労災・失業保険に関する相談

◆生 活 相 談 11月20日（水）
生活、家庭、老後などに関する困りごと、悩みごと相談

場所 役場庁舎1階 第1相談室　時間 13：00 ～ 15：00　■問 町民生活課 生活班　☎37-1112

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
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献 血

※�休日における当番医は、急患患者の医療業
務のみを目的に実施していますのでご協力
をお願いします。なお、休日当番医は変更に
なることもありますので、新聞などで確認
の上、受診してください。

�

11/10
（日）

◆大友医院ヒロミ小児科
　☎34-3204（亘理町）
◆おぎはら歯科医院
　☎0223-22-0712（名取市）

�

11/17
（日）

◆柿沼循環器科
　☎32-2871（亘理町）
◆名取中央クリニック（歯科）
　☎022-382-6231（名取市）
◆きくち歯科
　☎34-0644（亘理町）

�

11/23
（土・祝）

◆熊谷内科医院
　☎34-5140（亘理町）
◆いちろう歯科クリニック
　☎022-382-8601（名取市）

�

11/24
（日）

◆菊地内科医院
　☎37-3300（山元町）
◆鈴木歯科医院
　☎022-383-5711（名取市）
◆大手町歯科クリニック
　☎23-4618（岩沼市）

�

12/1
（日）

◆さくら整形外科クリニック
　☎23-0366（亘理町）
◆上中デンタルクリニック
　☎35-7557（岩沼市）

�

12/8
（日）

◆板橋胃腸科肛門科
　☎34-8911（亘理町）
◆福澤歯科医院
　☎022-386-3611（名取市）
◆紺野歯科クリニック
　☎32-0677（亘理町）

�

注）�疾患や年齢などによっては対応できない
場合もありますのでご了承願います。

やまもと健康だより
実施場所 保健センター� 問 保健福祉課 健康推進班　☎37-1113

事業名 月　日 対象者等 受付時間

母
　
子
　
関
　
係

母子手帳交付 随時交付 本町に住所がある妊婦 9：00～� 17：00

1歳1 ～ 2カ月児
健診 11月20日（水）平成30年9月～� 10月生まれ

12：30～
� 13：00

3～ 4カ月児健診 12月4日（水） 令和元年7月3日～� 9月4日生まれ
12：30～
� 13：00

1歳6 ～ 8カ月児
健診 12月13日（金）平成30年4月～� 6月生まれ

12：30～
� 13：00

�

11/10（日）
・

16（土）
◆（有）伊藤設備工業所
　☎37-2108

�

11/17（日）
・

23（土・祝）
◆木村工事（株）
　☎37-2853

�

11/24（日）
・

30（土）
◆（株）クリワダ
　☎37-0013

�

12/1（日）
・

7（土）
◆（有）佐藤設備
　☎37-4165

�

�

11/10
（日）

◆クオール薬局岩沼店
　☎25-2189（岩沼市）

�

11/17
（日）

◆もみのき薬局
　☎34-2140（亘理町）

�

11/23
（土・祝）

◆さざんか薬局
　☎32-1221（亘理町）

�

11/24
（日）

◆武隈調剤薬局
　☎25-6227（岩沼市）

�

12/1
（日）

◆おおぞら薬局桜店
　☎24-6990（岩沼市）

�

12/8
（日）

◆もみのき薬局
　☎34-2140（亘理町）

�

診療時間 9：00～ 17：00

9月末現在【前月比】
世帯 4,775戸（� 7戸）

男 6,042人（35人）（△� 4人）

女 6,179人（28人）（� 5人）

合計 12,221人（63人）（� 1人）
出生	 6人	 転入	 27人
死亡	 14人	 転出	 18人
婚姻	 8件

※�上記（　）内は、うち外国人住民の値。

休日当番薬局

（自家用車・タクシーなどで来られる方対象）
　受付専用電話に連絡し、症状その他の状
況を伝え、受診可能かどうか問い合わせの
上、受診してください。
診�療場所　総合南東北病院1階（夜間の

み開設）
　岩沼市里の杜1-2-5
受�診方法　受付専用番号に問い合わせ

の上、受診してください。
受�付時間　平日（祝日・年末年始除く）

19：00 ～ 21：30
受付専用電話　070-6635-9454

平日夜間初期救急外来

11/17
（日）

◆9：30 ～ 12：00
　13：00 ～ 15：00
　�第9回ふれあい産業祭

会場

皆さんの
ご協力を
お願いします
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■
編
集
・
発
行
　
山
元
町
役
場
総
務
課
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宮
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亘
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郡
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元
町
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■
印
刷
　
今
野
印
刷
株
式
会
社

　
※
今
月
号
は
1
部
あ
た
り
約
57
円
で
す
。

■
町
で
は
、自
主
財
源
確
保
の
た
め
に
、

　
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

2019

11
月号

広
報
や
ま
も
と

11
月
6
日
号

見やすいユニ
バーサルデザ
インフォント
を採用してい
ます。
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